
（ 71 ）

一
　
は
じ
め
に

本
稿
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
︵
一
九
一
四
～
一
八
︶
の
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
︵
こ
の
後
、
適
宜
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
墺
・
墺

洪
・
墺
匈
と
略
記
︶
の
国
際
法
上
の
関
係
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
日
墺
英
独
の
外
務
省
史
料
に
基
づ
き
外
交
史
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
一
四
年
八
月
一
五
日
の
日
本
の
対
ド
イ
ツ
最
後
通
牒
と
二
三
日
の
宣
戦
布
告
に
伴
い
、
日
墺
関
係
に
お
い
て
も
同
年
八
月
二
五
～
二
七
日
に
国
交

が
断
絶
さ
れ
、
両
国
は
九
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
中
国
山
東
省
の
青チ

ン
タ
オ島

で
実
際
に
戦
火
を
交
え
た︶

1
︵

。
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
東
ア
ジ
ア
常
駐
艦︶

2
︵

だ
っ
た
旧
型
巡
洋
艦
﹁
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
︵S.M

.S. K
aiserin Elisabeth

︶﹂
は
、
紆
余
曲
折
を
経
て
ド
イ
ツ
軍
と
共
に
日
本
軍
と
戦
い
、
そ
し
て

敗
北
し
た
。
捕
虜
と
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
兵
士
た
ち
は
青
野
原
俘
虜
収
容
所
︵
兵
庫
県
小
野
市
︶
を
は
じ
め
、
久
留
米
や
習
志
野 

な
ど
の
施
設
に
収
容
さ
れ
た︶

3
︵

。
こ
の
一
連
の
流
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
墺
間
に
は
戦
争
状
態
が
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り︶

4
︵

、
後
述
の
よ

う
に
日
本
の
国
際
法
学
者
た
ち
は
、
こ
れ
を
﹁
実
際
の
戦
闘
﹂
に
よ
る
開
戦
の
一
事
例
と
し
て
見
て
き
た
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
研
究
者
た
ち
は

一
九
一
四
年
八
月
二
七
日
に
青
島
沖
に
到
着
し
た
加
藤
定
吉
第
二
艦
隊
司
令
官
が
青
島
の
海
上
封
鎖
を
宣
言
し
、
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
と
の
交
渉
を

求
め
た
も
の
の
、
同
艦
が
こ
れ
を
無
視
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
日
墺
間
に
戦
争
状
態
が
生
ま
れ
た
と
見
な
し
て
い
る︶

5
︵

。
確
か
に
海
上
封
鎖
は
戦
時
国
際

法
の
範
疇
で
あ
り
、
加
藤
司
令
官
の
封
鎖
宣
言
・
告
知
を
も
っ
て
海
上
封
鎖
の
法
的
効
力
が
発
生
し
た
、
と
見
な
す
の
は
理
に
適
っ
て
い
る
。
戦
時
国

際
法
の
権
威
と
し
て
知
ら
れ
た
信
夫
淳
平
は
﹃
戦
時
国
際
法
提
要
﹄︵
一
九
四
四
︶
に
お
い
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
海
上
封
鎖
の
一
事
例
に
﹁
我
国

の
膠
州
湾
租
借
地
全
沿
岸
に
対
す
る
そ
れ︶

6
︵

﹂
を
挙
げ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
封
鎖
宣
言
は
国
際
法
上
明
ら
か
に
戦
争
行
為
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
で
、
両
国
間
に
は
一
度
も
﹁
宣
戦
布
告
﹂
や
﹁
最
後
通
牒
﹂
が
交
わ
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
が
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
日
墺
の
外

交
担
当
者
を
悩
ま
せ
た
点
で
あ
っ
た
。
外
交
担
当
者
の
視
点
か
ら
す
る
と
大
戦
中
の
日
墺
関
係
は
﹁
戦
争
状
態
﹂
な
の
か
。
そ
れ
と
も
単
な
る
﹁
国
交

断
絶
﹂
状
態
な
の
か
。

何
を
も
っ
て
国
際
法
上
の
戦
争
状
態
と
見
な
す
の
か
は
国
際
法
学
の
問
い
で
あ
り
、
歴
史
上
、
宣
戦
布
告
を
伴
わ
ず
と
も
開
戦
し
た
と
見
な
す
ケ
ー

166

戦
争
状
態
か
国
交
断
絶
か
？

―
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
お
け
る
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

国
際
法
上
の
関
係
に
つ
い
て
の
外
交
史
的
考
察
―

島　

田　

昌　

幸

研
究
ノ
ー
ト
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ス
は
多
数
あ
る
。
だ
が
本
稿
で
検
討
を
試
み
る
の
は
、
大
戦
中
の
日
墺
関
係
に
つ
い
て
の
純
粋
な
国
際
法
学
上
の
位
置
付
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
両
国

の
外
務
省
や
外
交
官
が
戦
争
中
に
お
け
る
両
国
の
国
際
法
上
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
大
戦
中
の
日
墺
関
係
に

お
い
て
は
、
一
九
一
五
年
か
ら
一
七
年
に
か
け
て
の
﹁
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
交
渉
﹂
に
代
表
さ
れ
る
単
独
和
平
交
渉
だ
け
で
な
く︶

7
︵

、
中
立
国
を
介
し
た
外

交
当
局
間
の
間
接
的
な
交
渉
か
ら
捕
虜
と
住
民
と
の
交
流
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
接
触
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
検
討
し
て
い
く
上
で
、
第

一
次
大
戦
中
の
日
墺
関
係
の
土
台
と
な
る
国
際
法
上
の
両
国
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
相
互
認
識
を
で
き
る
限
り
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
し
か
に
戦
時
下
の
外
交
交
渉
の
場
合
、
平
時
以
上
に
現
実
主
義
的
な
国
際
政
治
上
の
思
惑
が
働
く
の
が
常
で
あ
り
、
大
戦
中
の
日
墺
の
国
際
法
上
の

関
係
と
い
う
﹁
建
前
論
﹂
が
果
た
し
て
こ
う
し
た
リ
ア
ル
な
交
渉
に
ど
れ
だ
け
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
証
が
必
要
だ
ろ
う
。

だ
が
、
例
え
ば
戦
時
下
の
日
本
に
居
住
す
る
一
般
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
住
民
は
明
確
に
﹁
敵
国
人
﹂
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
か
？
、
も
し

も
日
墺
外
交
当
局
が
大
戦
中
の
両
国
関
係
を
単
な
る
﹁
国
交
断
絶
﹂
だ
と
位
置
付
け
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
れ
が
戦
争
中
の
両
国
の
直
接
・
間
接
の
接

触
に
影
響
を
与
え
た
側
面
は
な
い
の
か
？
、
と
い
っ
た
こ
と
を
検
討
す
る
上
で
は
、
ま
ず
そ
の
土
台
と
な
る
日
墺
の
国
際
法
的
関
係
に
つ
い
て
整
理
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

そ
こ
で
議
論
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
主
に
戦
前
の
日
本
の
国
際
法
学
者
の
議
論
を
簡
潔
に
紹
介
し
、
続
い
て
先
行
研
究
と
一
次
史
料
に
基
づ
い
て
日

墺
の
﹁
国
交
断
絶
﹂・﹁
開
戦
﹂
の
経
緯
を
確
認
し
た
い
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
上
で
日
墺
両
国
の
外
務
省
が
大
戦
中
の
両
国
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
た
の
か
を
一
次
史
料
に
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
本
稿
は
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
公
文
書
館
の
帝
室
・
宮
廷
・
国
家

文
書
館
︵Ö

sterreichisches Staatsarchiv, H
aus-, H

of-, und Staatsarchiv ︵H
H

StA

︶︶、
ロ
ン
ド
ン
の
英
国
国
立
公
文
書
館
︵The N

ational A
rchives

︵TN
A

︶︶、
ベ
ル
リ
ン
の
ド
イ
ツ
外
務
省
政
治
文
書
館
︵Politisches A

rchiv des A
usw

ärtigen A
m

tes ︵PA
-A

A

︶︶
そ
し
て
東
京
の
外
務
省
外
交
史
料

館
︵
外
史
︶
お
よ
び
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
︵
ア
ジ
歴
︶
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
史
料
を
使
用
し
て
い
る
。
な
お
日
本
側
の
史
料
の
引
用
中
の
カ
タ

カ
ナ
、
旧
漢
字
表
記
は
ひ
ら
が
な
・
新
漢
字
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
筆
者
に
よ
る
加
筆
部
分
に
は
︵
※
︶
を
付
し
た
。

本
稿
で
は
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
二
一
年
に
か
け
て
の
﹃
外
務
省
記
録
﹄︵
外
務
省
外
交
史
料
館
︶
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
大
戦
中
の
日
本
外
務
省

の
日
墺
関
係
に
つ
い
て
の
認
識
を
時
系
列
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
他
方
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
筆

者
の
力
不
足
ゆ
え
、
ま
だ
一
九
一
四
年
時
点
の
史
料
ま
で
し
か
調
べ
が
進
ん
で
い
な
い
。
こ
こ
に
不
完
全
な
も
の
を
掲
載
す
る
こ
と
を
お
詫
び
し
つ
つ
、

﹁
二
〇
一
八
年
﹂
と
い
う
第
一
次
世
界
大
戦
終
戦
一
〇
〇
周
年
の
節
目
の
年
に
、
拙
い
勉
強
成
果
の
一
端
を
こ
こ
に
﹁
研
究
ノ
ー
ト
﹂
と
し
て
活
字
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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二
　
日
本
の
国
際
法
学
・
外
交
史
研
究
に
お
け
る
日
墺
﹁
開
戦
﹂
理
解

日
本
の
国
際
法
学
者
や
外
交
史
研
究
者
は
こ
の
日
墺
の
﹁
開
戦
﹂
問
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
一
八
九
九
年
と
一
九
〇
七

年
の
二
回
の
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
成
果
と
し
て
、
一
九
〇
七
年
に
﹁
開
戦
ニ
関
ス
ル
条
約
﹂︵
ハ
ー
グ
第
三
条
約
︶
が
成
立
し
、
日
本
は
一
九
一
二
年

に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
一
九
〇
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
条
約
を
批
准
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
条
約
に
よ
り
交
戦
国
︵
そ
し
て
ハ
ー

グ
条
約
批
准
国
︶
は
﹁
理
由
ヲ
附
シ
タ
ル
開
戦
宣
言
ノ
形
式
又
ハ
条
件
附
開
戦
宣
言
ヲ
含
ム
最
後
通
牒
ノ
形
式
ヲ
有
ス
ル
明
瞭
且
事
前
ノ
通
告
﹂
を

も
っ
て
戦
争
を
開
始
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た︶

8
︵

。
だ
が
第
一
次
世
界
大
戦
中
、
日
墺
間
で
は
宣
戦
布
告
や
最
後
通
牒
の
類
は
ど
ち
ら
か
ら
も
送
ら

れ
な
か
っ
た
。
無
論
、
信
夫
淳
平
や
そ
の
他
の
戦
前
の
国
際
法
学
者
た
ち
が
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
事
前
の
宣
戦
布
告
が
行
わ
れ
て
か
ら

開
戦
す
る
ケ
ー
ス
の
方
が
珍
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
日
墺
﹁
開
戦
﹂
問
題
は
、
戦
前
の
日
本
の
国
際
法
学
界
に
と
っ
て
は
少
な
か
ら
ぬ

関
心
事
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
立
作
太
郎
、
田
岡
良
一
、
信
夫
淳
平
、
小
山
精
一
郎
ら
の
研
究
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
戦
後
の
日
本
外
交
史
研

究
で
は
鹿
島
守
之
助
だ
け
が
日
墺
﹁
開
戦
﹂
の
国
際
法
的
な
側
面
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
彼
ら
の
研
究
を
概
観
し
て
み
た
い
。

国
際
法
学
者
、
外
交
史
家
と
し
て
知
ら
れ
る
立
作
太
郎
は
﹃
戦
時
国
際
法
論
﹄︵
一
九
三
一
︶
の
第
一
篇
﹁
交
戦
法
規
﹂、
第
二
部
﹁
戦
争
の
開
始
及

其
の
直
接
の
効
果
﹂
に
お
い
て
、
日
墺
﹁
開
戦
﹂
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

︵
前
略
︶︵
※
ハ
ー
グ
条
約
︵
一
九
〇
七
︶︶
締
約
国
相
互
の
関
係
に
於
て
も
、
此
の
条
約
が
存
す
る
に
拘
ら
ず
、
実
際
に
於
て
、
開
戦
宣
言
が
行

わ
れ
ず
、
又
は
条
件
附
宣
戦
を
含
む
最
後
通
牒
が
発
せ
ら
れ
ざ
る
に
、
戦
争
の
開
始
す
る
場
合
を
生
ず
る
こ
と
を
免
か
れ
な
い
。
或
は
一
方
が
開

戦
に
関
す
る
条
約
を
無
視
し
て
、
宣
戦
を
為
さ
ず
し
て
ま
ず
敵
対
行
為
を
行
ふ
こ
と
あ
る
べ
く
、
此
場
合
に
於
て
、
宣
戦
を
為
さ
ず
し
て
ま
ず
敵

対
行
為
を
行
へ
る
国
家
は
、
条
約
違
反
の
国
際
法
上
の
責
任
を
負
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
、
其
の
行
へ
る
敵
対
行
為
に
よ
り
戦
争
状
態
の
開
始
す

る
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
例
へ
ば
日
独
戦
争
の
際
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
・
ホ
ン
ガ
リ
ヤ
の
軍
艦
カ
イ
ゼ
リ
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ツ
ト
号
の
艦
長
が
青
島
に

在
り
て
、
本
国
政
府
の
電
訓
に
依
り
、
ド
イ
ツ
軍
と
共
に
我
軍
に
対
し
て
敵
対
行
為
を
行
ふ
に
至
つ
た
が
、
此
場
合
に
於
て
我
国
も
亦
オ
ー
ス
ト

リ
ヤ
・
ホ
ン
ガ
リ
ヤ
国
に
対
し
て
敵
対
行
為
を
行
ふ
こ
と
を
得
ざ
る
べ
か
ら
ず
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
海
軍
に
属
す
る
軍
艦
の
敵
対
行
為
は
条
約

違
反
な
る
に
拘
は
ら
ず
、
其
本
国
政
府
の
命
令
に
基
き
て
行
は
れ
た
る
該
敵
対
行
為
に
よ
り
、
我
が
国
と
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
・
ホ
ン
ガ
リ
ヤ
と
の
間

に
、
戦
争
状
態
の
開
始
す
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い︶

9
︵

。

こ
の
よ
う
に
立
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
海
軍
の
﹁
エ
リ
ザ
ベ
ツ
ト
﹂
号
が
本
国
政
府
の
命
令
に
よ
り
、
ハ
ー
グ
条
約
違
反
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宣
戦
布
告
な
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し
に
日
本
軍
に
﹁
敵
対
行
為
﹂
を
働
い
た
こ
と
を
も
っ
て
、
日
墺
に
﹁
戦
争
状
態
﹂
が
発
生
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。

国
際
法
学
者
の
田
岡
良
一
は
そ
の
﹃
戦
時
国
際
法
﹄︵
一
九
三
八
︶
の
第
二
章
﹁
戦
争
の
開
始
と
終
了
﹂
と
﹃
国
際
法
学
大
綱
︵
下
巻
︶︶

10
︵

﹄

︵
一
九
四
二
︶
の
第
三
章
﹁
戦
争
法
﹂
で
日
墺
﹁
開
戦
﹂
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
﹃
戦
時
国
際
法
﹄
の
一
節
を
抜
粋
し
た
い
。

世
界
大
戦
の
時
諸
交
戦
国
は
概
ね
宣
戦
通
告
の
形
式
を
採
つ
た
が
、
聯
合
国
と
土ト

ル

コ
耳
古
間
、
中
欧
諸
国
と
希ギ

リ
シ
ャ臘
間
、
独ド

イ
ツ逸
と
伊イ

タ
リ
ア

太
利
間
、
日
本
と

墺オ
ー
ス
ト
リ
ア

太
利
間
の
開
戦
は
此
の
形
式
を
踏
ま
な
か
つ
た
。
土
耳
古
・
希
臘
・
伊
太
利
は
何
れ
も
本
条
約
︵
※
ハ
ー
グ
条
約
︶
の
批
准
国
で
な
く
、
従
つ

て
是
等
の
国
と
の
間
の
戦
争
が
条
約
に
依
ら
ず
し
て
開
始
せ
ら
れ
た
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。
唯
日
本
と
墺
太
利
は
共
に
批
准
国
で
あ
る
が
、
墺
太

利
の
一
軍
艦
が
偶た

ま
た
ま々

膠
州
湾
に
在
つ
て
独
逸
艦
隊
と
行
動
を
共
に
し
た
為
に
、
両
国
間
の
戦
争
は
事
実
上
の
戦
闘
行
為
に
依
つ
て
開
か
れ
た
の
で

あ
る︶

11
︵

。

こ
こ
で
田
岡
は
日
墺
共
に
ハ
ー
グ
条
約
加
盟
国
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
﹁
事
実
上
の
戦
闘
行
為
﹂
に
よ
り
、
日
墺
は
﹁
戦
争
﹂
に
突
入
し
た
と

説
明
し
て
い
る
。

外
交
官
、
外
交
史
家
、
国
際
法
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
信
夫
淳
平
は
、
全
四
巻
の
大
著
﹃
戦
時
国
際
法
講
義
﹄︵
一
九
四
一
︶
の
第
一
巻
の
第
二
編

二
章
に
お
い
て
戦
時
国
際
法
に
お
け
る
開
戦
の
問
題
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
に
お
け
る
各
国
の
宣
戦
の
方
式
を
手
短
に
列
挙
し

た
の
ち
、
日
墺
の
﹁
開
戦
﹂
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

余
の
参
戦
国
中
に
は
、
特
に
宣
戦
の
方
式
を
履
ま
ず
し
て
交
戦
状
態
に
入
り
た
る
こ
と
例
へ
ば
日
墺
、
露
土
、
勃

ブ
ル
ガ
リ
ア

塞セ
ル
ビ
アの
如
き
が
あ
り
、
又
中

に
は
交
戦
状
態
に
入
り
し
も
実
際
の
敵
対
行
為
な
く
、
あ
れ
ど
も
一
、二
回
の
小
競
り
合
い
に
過
ぎ
ざ
り
し
国
も
少
な
く
な
か
っ
た
。﹂︵
日
墺
の

交
戦
状
態
は
、
青
島
碇
泊
の
墺
匈
国
軍
艦
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
艦
長
が
青
島
に
於
て
戦
闘
に
参
加
す
べ
き
旨
八
月
二
十
四
日
に
本
国
政
府
よ
り
訓
令
を

受
け
、
之
に
基
き
同
艦
長
が
独
逸
と
共
に
我
国
に
向
つ
て
敵
対
態
度
を
執
る
に
至
れ
る
こ
と
に
由
り
、
自
然
に
両
国
間
に
交
戦
状
態
が
成
立
し
た

の
で
あ
る
。︶︶

12
︵

こ
の
よ
う
に
信
夫
も
ま
た
軍
艦
﹁
エ
リ
ザ
ベ
ス
﹂
の
艦
長
が
ド
イ
ツ
と
共
に
日
本
に
対
し
て
﹁
敵
対
態
度
﹂
を
と
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、﹁
自
然
に
﹂

日
墺
間
に
﹁
交
戦
状
態
﹂
が
成
立
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
三
名
と
は
異
な
る
理
由
で
日
墺
間
に
﹁
戦
争
状
態
﹂
が
﹁
構
成
﹂
さ
れ
た
と
論
じ
た
の
が
、
小
山
精
一
郎
で
あ
る
。
小
山
は
そ
の
著
書
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﹃
大
戦
国
際
法
論
︵
総
論
・
陸
戦
之
部
︶﹄︵
一
九
二
一
︶
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

又
日
墺
両
国
間
の
如
き
国
交
を
断
絶
し
た
る
に
止
ま
り
、
欧
州
戦
争
の
終
局
に
至
る
迄
宣
戦
せ
ざ
り
し
が
我
国
は
英
仏
等
と
共
同
作
戦
に
従
事
し

た
る
結
果
遂
に
戦
争
状
態
を
構
成
し
た
り︶

13
︵

。

小
山
は
第
一
次
大
戦
の
終
結
ま
で
日
墺
共
に
宣
戦
布
告
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
日
墺
間
の
﹁
戦
争
状
態
﹂
を
日
本
が
英
仏
と
共
同
作
戦

行
動
に
入
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
戦
前
の
日
本
の
国
際
法
学
界
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
第
一
次
大
戦
に
お
い
て
日
墺
間
に
﹁
戦
争
状
態
﹂
が
成
立
し
た
と
い
う

点
で
は
一
致
を
見
て
い
た
と
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
外
交
史
家
、
政
治
家
、
経
営
者
と
し
て
知
ら
れ
る
鹿
島
守
之
助
は
、
そ
の
大
作
﹃
日
本
外
交
史
︵
第
十
巻
︶﹄︵
一
九
七
一
︶
に
お
い
て
日

墺
の
﹁
交
戦
関
係
﹂
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
、
一
九
一
四
年
八
月
二
七
日
に
日
墺
間
の
国
交
が
断
絶
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
若
干
歯
切
れ
の
悪

い
説
明
を
行
っ
て
い
た
。

︵
前
略
︶
両
国
と
も
宣
戦
の
形
式
を
と
ら
な
か
っ
た
た
め
、
両
国
の
交
戦
関
係
に
関
し
て
は
疑
義
が
あ
る
が
、︵
イ
︶
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー

軍
艦
エ
リ
ザ
ベ
ッ
ト
艦
長
が
青
島
で
の
戦
闘
参
加
の
命
令
を
受
け
た
旨
の
同
国
の
公
文
に
よ
っ
て
、
同
国
が
初
め
か
ら
戦
意
を
持
ち
、︵
ロ
︶
以

後
、
そ
の
意
思
の
実
行
と
し
て
同
艦
の
青
島
戦
参
加
の
事
実
及
び
同
国
潜
水
艇
の
日
本
商
船
撃
沈︶

14
︵

行
為
等
に
か
ん
が
み
、
大
正
六
年
︵
一
九
一
七

年
︶
一
月
一
九
日
の
閣
議
で
、
日
本
は
同
国
を
敵
国
と
し
て
処
遇
す
る
こ
と
に
決
定
し
た︶

15
︵

。

鹿
島
は
日
墺
両
国
間
で
宣
戦
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
日
墺
両
国
の
﹁
交
戦
関
係
に
関
し
て
は
疑
義
﹂
が
あ
る
と
し
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
軍
艦
の
青
島
戦
参
加
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
潜
水
艇
に
よ
る
日
本
商
船
撃
沈
を
理
由
と
し
て
、
一
九
一
七
年
一
月
に
日
本
政
府
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
﹁
敵

国
と
し
て
処
遇
す
る
こ
と
﹂
と
閣
議
決
定
し
た
と
記
し
て
い
る
。

戦
前
の
日
本
の
国
際
法
の
大
家
た
ち
が
い
ず
れ
も
日
墺
間
に
﹁
戦
争
状
態
﹂
が
成
立
し
た
こ
と
を
疑
わ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
な
ぜ
鹿
島
は
日
墺

の
﹁
交
戦
関
係
に
疑
義
が
あ
る
﹂
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
戦
前
の
国
際
法
学
者
た
ち
が
国
際
法
学
の
法
理
や
当
時
公
開
さ
れ
て
い
た
公
文

書
や
報
道
に
基
づ
い
て
日
墺
﹁
開
戦
﹂
問
題
を
把
握
し
た
の
に
対
し
、
鹿
島
は
戦
後
公
開
さ
れ
た
日
本
外
務
省
の
﹁
外
務
省
記
録
﹂
や
﹃
日
本
外
交
文

書
﹄
を
踏
ま
え
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
点
に
違
い
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
墺
の
国
交
断
絶
・﹁
開
戦
﹂
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
上 
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で
、
日
本
外
務
省
、
そ
し
て
墺
外
務
省
が
第
一
次
大
戦
中
に
日
墺
間
の
国
際
法
上
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
今
一
度
、

一
次
史
料
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
出
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

三
　
日
墺
の
国
交
断
絶
・﹁
開
戦
﹂
の
外
交
史
的
経
緯

日
墺
﹁
開
戦
﹂
あ
る
い
は
国
交
断
絶
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
日
墺
関
係
史
の
権
威
の
ペ
ー
タ
ー
・
パ
ン
ツ
ァ
ー︶

16
︵

︵Peter Pantzer

︶
や
日
本

の
青
島
包
囲
戦
に
つ
い
て
の
著
書︶

17
︵

で
知
ら
れ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
バ
ー
デ
ィ
ッ
ク︶

18
︵

︵C
harles B

urdick

︶
ら
の
研
究
が
あ
り
、
共
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立

公
文
書
館
所
蔵
の
各
種
一
次
史
料
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
簡
潔
に
経
緯
を
ま
と
め
た
バ
ー
デ
ィ
ッ
ク
論
文
を
参
照
し
つ
つ
、
適
宜
、

日
墺
英
独
の
一
次
史
料
で
補
い
な
が
ら
、
一
九
一
四
年
八
月
の
日
墺
国
交
断
絶
・﹁
開
戦
﹂
の
様
子
を
概
観
し
て
み
た
い
。

︵
一
︶
青
島
の
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
と
日
墺
国
交
断
絶
の
危
機

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
帝
位
継
承
者
︵Thronfolger

︶
の
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
︵Franz Ferdinand von H

absburg-Lothringen, 
Erzherzog von Ö

sterreich-Este

︶
夫
妻
が
一
九
一
四
年
六
月
二
八
日
に
サ
ラ
エ
ボ
で
暗
殺
さ
れ
た
と
き
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
東
ア
ジ
ア
常
駐
艦
の
皇

妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
は
中
国
、
山
東
省
の
芝し

ふ罘
︵
現
在
の
烟
台
市
︶
に
停
泊
し
て
い
た
。
七
月
二
一
日
、
同
艦
は
青
島
で
指
示
を
待
つ
よ
う
指
令
を
受

け
、
芝
罘
を
速
や
か
に
出
港
し
、
翌
二
二
日
に
は
青
島
港
に
入
っ
た
。
な
お
こ
の
航
海
で
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
は
二
〇
ノ
ッ
ト
と
い
う
能
力
以
上
の
全
速

力
で
航
行
し
た
た
め
、
片
方
の
ボ
イ
ラ
ー
を
傷
め
、
一
三
ノ
ッ
ト
以
上
は
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
八
月
一
日
付
の
本
国
の
指
令
も
引
き
続
き
青
島

に
留
ま
る
よ
う
求
め
て
い
た
が
、
こ
れ
が
艦
長
の
マ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
中
佐
︵R

ichard M
akoviz

︶
が
本
国
か
ら
直
接
受
け
と
っ
た
最
後
の
指
令
と
な
っ
た
。

八
月
七
日
、
母
国
が
ロ
シ
ア
と
開
戦
し
た
こ
と
を
知
っ
た
マ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
厳
封
さ
れ
た
秘
密
指
令
を
開
封
し
た
。
そ
の
指
令
は
彼
に
独
墺
同
盟
の
利

害
に
沿
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
そ
こ
で
マ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
ド
イ
ツ
膠
州
湾
租
借
地
総
督
の
マ
イ
ヤ
ー
・
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
大
佐
︵A

lfred 
M

eyer-W
aldeck

︶
を
訪
ね
、
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
を
同
総
督
の
指
揮
下
に
配
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。
こ
う
し
て
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
は
膠
州
湾
の
見

張
り
や
偵
察
の
任
務
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た︶

19
︵

。

北
京
駐
在
の
ロ
ス
ト
ホ
ル
ン
︵A

rthur von R
osthorn

︶
公
使
と
東
京
駐
在
大
使
の
ミ
ュ
ラ
ー
男
爵
︵Ladislaus Freiherr M

üller von Szentgörgy

︶

が
本
国
と
の
通
信
手
段
を
失
っ
た
の
は
八
月
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
も
ま
た
情
勢
の
把
握
に
苦
慮
し
て
い
た
。
東
京
で
は
フ
ラ
ン
ツ
＝
フ
ェ
ル

デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
夫
妻
の
暗
殺
に
つ
い
て
同
情
的
な
報
道
も
あ
る
一
方
で
、
日
本
が
欧
州
大
戦
に
ど
う
関
与
す
る
の
か
に
つ
い
て
様
々
な
憶
測
が
流
れ

て
い
た
。
ロ
シ
ア
が
欧
州
戦
線
に
拘
泥
す
る
の
に
乗
じ
て
、
日
本
が
満
州
や
モ
ン
ゴ
ル
に
触
手
を
伸
ば
す
と
い
う
観
測
も
あ
る
一
方
で
、
日
英
同
盟
を



（ 77 ）

160

理
由
に
大
戦
に
参
戦
す
る
可
能
性
も
高
か
っ
た
。
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
は
母
国
と
日
本
の
間
に
起
こ
り
う
る
万
が
一
の
場
合
を
予
期
し
て
、
出
国
準
備
を
始

め
る
こ
と
に
し
た
。
日
本
政
府
は
八
月
一
五
日
、
ド
イ
ツ
政
府
に
最
後
通
牒
を
突
き
付
け
、
ド
イ
ツ
艦
船
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
撤
退
と
青
島
の
無
条
件
返

還
を
要
求
。
そ
の
回
答
期
限
を
同
月
二
三
日
と
し
た
。
ド
イ
ツ
が
こ
れ
に
返
答
し
な
け
れ
ば
日
独
は
戦
争
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
青
島
に

は
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
が
停
泊
し
て
い
た︶

20
︵

。

八
月
一
九
日
、
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
は
よ
う
や
く
青
島
の
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
最
新
動
向
を
把
握
し
た
。
マ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
艦
長
は
日
独
開
戦
の
場
合
、

自
ら
の
責
任
で
ド
イ
ツ
側
と
共
闘
し
、
も
し
ド
イ
ツ
が
青
島
か
ら
撤
退
す
る
場
合
は
、
艦
を
武
装
解
除
し
て
乗
組
員
を
退
避
さ
せ
た
後
、
同
艦
を
自
沈

さ
せ
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
た
。
こ
れ
は
日
墺
間
に
お
い
て
も
戦
争
状
態
が
発
生
す
る
こ
と
を
意
味
す
る︶

21
︵

。

︵
二
︶
当
初
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省
の
姿
勢
と
国
交
断
絶
回
避
の
可
能
性

ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
務
省
が
緊
迫
す
る
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
つ
い
て
本
格
的
に
研
究
し
始
め
た
の
は
日
本
の
対
独
最
後
通
牒
︵
八

月
一
五
日
︶
の
後
で
あ
っ
た
。
八
月
二
〇
日
に
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
外
務
次
官
︵A

lfred Zim
m

em
ann

︶
を
訪
ね
た
ベ
ル
リ
ン
駐
在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使

ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
エ
公
爵
︵G

ottfried Prinz zu H
ohenlohe-W

aldenburg-Schillingfürst

︶
は
、
ド
イ
ツ
政
府
と
し
て
は
日
本
の
最
後
通
牒
に
返
答
す
る

つ
も
り
は
な
く
、
最
後
の
一
兵
ま
で
青
島
を
守
り
抜
く
こ
と
、
ま
た
青
島
の
租
借
権
の
中
国
へ
の
返
還
を
検
討
中
だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
ツ
ィ
マ
ー

マ
ン
は
﹁
戦
争
は
不
可
避
﹂
で
あ
り
、
西
部
戦
線
で
の
ド
イ
ツ
の
対
仏
勝
利
が
日
本
の
野
心
を
抑
制
す
る
こ
と
に
期
待
を
示
し
た︶

22
︵

。

当
初
、
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
通
軍
事
省
海
軍
局︶

23
︵

︵K
.u.K

. K
riegsm

inisterium
, M

arinesektion

︶
で
は
日
本
と
の
不
必

要
な
戦
争
を
避
け
る
た
め
、
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
を
青
島
か
ら
移
動
さ
せ
、
船
舶
抑
留
︵internm

ent

︶
の
た
め
に
特
定
の
港
に
寄
港
さ
せ
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
た
。
た
だ
こ
れ
を
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
に
打
電
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ト
外
相
︵Leopold G

raf B
erchtold von und  

zu U
ngarschitz

︶
の
裁
可
を
取
り
付
け
、
さ
ら
に
同
盟
国
ド
イ
ツ
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
独
外
務
次
官
は
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ

ト
号
の
移
動
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
た
も
の
の
、
同
艦
の
抑
留
場
所
と
し
て
日
本
の
港
を
指
定
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
た
。
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
は
こ
の

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
動
き
が
世
論
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
日
本
政
府
は
事
前
の
約
束
を
反
故
に
し
て
、
い
つ
で
も
オ
ー
ス

ト
リ
ア
に
対
し
宣
戦
布
告
可
能
だ
と
指
摘
し
た︶

24
︵

。

七
月
に
ウ
ィ
ー
ン
に
赴
任
し
た
ば
か
り
の
佐
藤
愛
麿
駐
墺
大
使
は
八
月
一
九
日
の
と
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
と
の
会
話
の
中
で
、
日
本
の
対
独
宣
戦

布
告
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
で
、﹁
日
本
人
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
大
き
な
親
近
感
を
持
っ
て
お
り
、
我
々
は
ま
た
そ
の
好
意
に
基
づ
い

て
︵
※
両
国
関
係
が
︶
築
か
れ
て
い
く
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
﹂
と
述
べ
て
い
る︶

25
︵

。
ま
た
佐
藤
は
八
月
二
〇
日
付
で
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ト
外
相

に
書
簡
を
送
り
、
日
本
の
対
独
最
後
通
牒
の
複
写
を
﹁
日
本
外
務
省
か
ら
︵
※
こ
う
す
る
よ
う
に
と
の
︶
訓
令
は
な
い
が
、
外
相
閣
下
の
た
め
の
個
人
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的
な
情
報
と
し
て
﹂
敢
え
て
送
付
し
て
い
る︶

26
︵

。
ウ
ィ
ー
ン
の
日
本
大
使
館
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
関
係
維
持
に
尽
力
し
て
い
た
。

墺
海
軍
局
の
内
部
で
は
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
り
意
見
が
割
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
ア
ジ
ア
権
益
の
今
後
の
見
通
し
は
暗
い
も

の
の
、
こ
れ
を
同
盟
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
見
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
は
世
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
独
墺
同
盟
維
持
の
た
め
に
も
、

皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
も
青
島
で
何
か
し
ら
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
と
考
え
る
者
た
ち
が
い
た
。
他
方
、
青
島
で
ド
イ
ツ
を
支
援
す
る
こ
と
は
不
可

能
事
で
あ
り
、
旧
式
の
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
は
青
島
防
衛
に
ろ
く
な
貢
献
も
で
き
ず
、
さ
ら
に
日
本
と
の
戦
争
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
た
め
、
皇
妃
エ
リ
ー

ザ
ベ
ト
号
の
武
装
解
除
を
主
張
す
る
者
も
い
た
。
そ
し
て
後
者
の
方
針
が
ド
イ
ツ
経
由
で
ア
ジ
ア
に
打
電
さ
れ
た
の
で
あ
る︶

27
︵

。
八
月
二
二
日
、
ベ
ル
リ

ン
駐
在
の
墺
海
軍
武
官
コ
ロ
レ
ド
＝
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
爵
︵H

ieronym
us G

raf C
olloredo-M

annsfeld

︶
は
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
に
﹁
武
装
解
除
、

乗
員
は
天
津
へ
︵A

brüsten, Tiesntsin

︶﹂
と
簡
潔
に
打
電
し
た
。
ま
た
同
日
墺
外
務
省
の
フ
ォ
ル
ガ
ッ
ハ
伯
爵
︵Johann G

raf Forgách von G
hym

es 
und G

ács

︶
は
佐
藤
駐
墺
大
使
に
東
京
の
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
宛
の
電
報
の
打
電
を
依
頼
し
た︶

28
︵

。
こ
の
時
点
ま
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
太
平
洋
戦
線
に
お
い
て

中
立
を
保
と
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る︶

29
︵

。

八
月
二
三
日
に
日
独
開
戦
の
報
に
接
し
た
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
の
も
と
に
は
、
前
述
の
二
二
日
付
指
令
は
届
い
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
日
独
開
戦
に
伴
い

日
墺
の
国
交
断
絶
は
不
可
避
と
の
認
識
に
達
し
た
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
は
日
本
出
国
を
決
心
す
る︶

30
︵

。
二
四
日
、
彼
は
加
藤
高
明
外
相
と
の
面
会
の
約
束
を
と

り
つ
け
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
会
談
は
ミ
ュ
ラ
ー
に
と
っ
て
予
想
外
の
展
開
と
な
っ
た
。
な
ん
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省
か
ら
の
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
宛
の
英

文
電
報
が
ロ
ー
マ
の
日
本
大
使
館
経
由
で
日
本
外
務
省
に
届
い
て
お
り︶

31
︵

、
そ
の
内
容
自
体
も
想
定
外
の
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省

は
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
た
め
に
上
海
ま
で
の
安
全
通
行
権
︵safe-conduct

︶
を
日
本
政
府
か
ら
獲
得
し
、
中
立
港
の
上
海
で
同
艦
を
武
装
解
除

す
る
こ
と
を
ミ
ュ
ラ
ー
に
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
加
藤
は
日
本
政
府
と
し
て
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
に
安
全
通
行
権
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

駐
日
英
・
仏
・
露
大
使
か
ら
も
同
様
の
通
行
権
を
得
ら
れ
る
よ
う
尽
力
す
る
旨
約
束
し
た
。
そ
し
て
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
問
題
を
平
和
的
に
解
決

し
よ
う
と
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
決
断
に
満
足
の
意
を
表
し
た
の
で
あ
る︶

32
︵

。
な
お
バ
ー
デ
ィ
ッ
ク
は
、
ミ
ュ
ラ
ー
が
加
藤
に
本
来
の
面
会
理
由
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
霞
が
関
を
後
に
し
た
と
書
い
て
い
る
が
、
実
際
に
は
﹁
実
は
本
日
来
訪
し
た
る
は
愈

い
よ
い
よ

日
本
に
於
て
英
国
と
協
力
せ
ら
る
る
上
は
、

一
方
に
自
国
軍
艦
の
攻
め
ら
る
る
を
見
て
、
他
方
に
自
分
共
が
東
京
に
留
ま
る
こ
と
は
面
白
か
ら
ざ
る
に
付
、
自
分
及
館
員
一
同
退
去
す
る
方
可
然
と

思
ひ
之
を
通
告
の
為
に
来
り
た
る
次
第
﹂
で
あ
る
も
の
の
、﹁
不と

り
あ
え
ず

取
敢
此
電
訓
に
基
く
御
照
会
を
致
す
べ
し
と
て
、
退
去
に
付
て
は
何
等
断
絶
た
る
こ

と
を
述
べ
ず
し
て
退
出︶

33
︵

﹂
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
ミ
ュ
ラ
ー
は
外
務
省
に
使
者
を
送
り
、
二
二
日
付
訓
令
に
沿
う
内
容
で
日
本
側
に
要
望
書
を

提
出
し︶

34
︵

、
さ
ら
に
ロ
ー
マ
の
日
本
大
使
館
経
由
で
墺
外
務
省
宛
の
平ひ

ら
ぶ
ん文
の
英
文
電
報
の
打
電
を
依
頼
し
て
い
る︶

35
︵

。
そ
の
内
容
は
﹁
加
藤
外
相
は
英
仏
露

の
軍
艦
の
動
向
に
つ
い
て
ま
で
は
保
証
で
き
な
い
も
の
の
、
英
仏
露
の
各
大
使
に
こ
の
件
を
取
り
次
ぐ
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
が
う
ま
く
い
っ

た
場
合
、
本
使
は
こ
れ
を
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
に
直
ち
に
伝
え
る
心
づ
も
り
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
首
尾
よ
く
運
ぶ
か
は
疑
問
で
あ
る
。
も
し
こ
の
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武
装
解
除
案
が
成
功
し
な
か
っ
た
場
合
の
指
示
を
駐
墺
日
本
大
使
を
通
じ
て
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
電
報
は
ロ
ー
マ

経
由
で
佐
藤
駐
墺
大
使
に
送
ら
れ
た
が︶

36
︵

、
実
は
日
本
外
務
省
側
で
﹁
英
国
大
使
の
み
に
取
り
次
ぐ
﹂
と
書
き
直
さ
れ
て
い
た︶

37
︵

。
こ
の
変
更
を
知
っ
た
墺

大
使
館
側
は
﹁︵
※
ミ
ュ
ラ
ー
︶
大
使
は
や
は
り
墺
国
政
府
に
当
該
海
域
に
お
け
る
仏
露
の
軍
艦
の
存
在
に
注
意
を
引
く
た
め
に
も
、
仏
露
の
軍
艦
に

つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
墺
国
政
府
は
英
国
大
使
の
最
終
的
同
意
だ
け
で
十
分
だ
と
考
え
か
ね
ま
せ

ん
﹂
と
申
し
入
れ
て
い
る︶

38
︵

。
加
藤
は
ミ
ュ
ラ
ー
に
対
し
墺
側
の
申
し
入
れ
に
﹁
帝
国
政
府
に
於
て
然
と
考
量
を
加
へ
た
る
上
で
回
答
す
る
﹂
と
返
信
し

た︶
39
︵

。
日
本
側
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
が
相
当
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。

︵
三
︶
英
国
外
務
省
の
反
応

こ
の
八
月
二
二
日
付
の
墺
外
務
省
の
訓
令
と
そ
れ
に
対
す
る
加
藤
外
相
や
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
の
対
応
に
つ
い
て
英
国
外
務
省
史
料
を
参
照
す
る
と
、
本

件
の
複
雑
性
が
見
え
て
く
る
。
二
四
日
の
加
藤
外
相
と
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
と
の
面
会
内
容
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
グ
リ
ー
ン
英
駐
日
大
使
︵Sir W

illiam
 

C
onyngham

 G
reene

︶
に
伝
え
ら
れ
た
。
加
藤
と
の
面
会
後
に
打
電
さ
れ
た
グ
レ
イ
英
外
相
︵Sir Edw

ard G
rey

︶
宛
機
密
電
報
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
側
の
電
訓
の
内
容
︵
青
島
の
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
が
日
本
政
府
の
保
証
の
下
、
ま
た
他
国
か
ら
の
無
干
渉
の
下
で
中
立
港
上
海
に
向
か
い
、
日
独

戦
争
中
、
同
艦
は
上
海
で
武
装
解
除
し
て
待
機
す
る
こ
と
︶
が
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
駐
日
大
使
は
︵
※
加
藤
︶
閣
下
に
対
し
、
も

し
も
こ
の
︵
※
墺
側
の
︶
要
求
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
同
大
使
は
館
員
と
共
に
日
本
を
退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
述
べ
た
﹂
と
付
言

し
て
い
た
。
さ
ら
に
加
藤
外
相
は
﹁
日
本
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
戦
争
状
態
に
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
に
干
渉
す
る
理
由
は
な
く
、

︵
※
さ
ら
に
︶
我
々
同
盟
国
︵
※
英
国
︶
の
行
動
ま
で
は
保
証
で
き
な
い
。
そ
し
て
︵
※
加
藤
︶
閣
下
は
も
し
我
々
︵
英
国
︶
が
同
艦
に
干
渉
せ
ず
、

そ
の
安
全
通
行
に
同
意
す
れ
ば
、︵
※
日
本
は
︶
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
国
交
を
断
絶
し
な
い
で
済
む
こ
と
に
な
り
、
日
墺
の
外
交
使
節
も
各
々
ウ
ィ
ー

ン
と
東
京
に
留
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
﹂
と
述
べ
た
こ
と
も
報
告
し
た
。
さ
ら
に
﹁
英
国
大
使
館
付
海
軍
武
官
に
よ
れ
ば
、
同
艦
は
旧
型
の
小
型
巡
洋
艦

で
、
戦
利
品
と
し
て
無
価
値
だ
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
加
藤
閣
下
は
本
使
︵
※
グ
リ
ー
ン
︶
に
対
し
、
仏
露
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
だ
ろ
う
か
と
尋

ね
て
き
た
。
本
使
は
こ
の
件
を
グ
レ
イ
外
相
に
照
会
す
る
と
述
べ
た︶

40
︵

。﹂

こ
の
グ
リ
ー
ン
の
電
報
を
受
け
て
、
英
国
外
務
省
で
は
対
応
が
検
討
さ
れ
た︶

41
︵

。
外
交
文
書
に
付
記
さ
れ
た
ミ
ニ
ッ
ツ
︵m

inutes

︶
を
見
る
と
、
ア

ス
キ
ス
首
相
︵Lord H

erbert H
enry A

squith

︶
は
﹁﹃
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
﹄
に
つ
い
て
は
海
軍
省
︵A

dm
iralty

︶
に
見
解
を
求
め
る
べ
き
。
そ
し

て
︵
※
英
国
の
︶
返
答
を
日
本
政
府
に
伝
え
る
に
あ
た
り
、
加
藤
男
爵
が
︵
※
自
ら
︶
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
大
使
に
こ
の
件
を
伝
え
、
彼
ら
の
意
向
を

聞
く
べ
き
だ
と
提
案
す
べ
き
で
あ
る
。
す
で
に
︵
※
我
々
は
︶
仏
露
側
に
対
し
、
極
東
に
お
い
て
仏
露
の
支
援
は
必
要
な
い
と
伝
達
し
て
い
る
以
上
、︵
※

本
件
に
つ
い
て
︶
我
々
の
方
か
ら
仏
露
に
尋
ね
る
の
は
厄
介
な
︵aw

kw
ard

︶
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
﹂
と
記
し
た
。
外
務
政
務
次
官
補
の
ラ
ン
グ
レ
ー
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︵Sir W
alter Langley

︶
は
﹁
我
々
の
側
か
ら
︵
※
仏
露
︶
に
尋
ね
る
の
は
厄
介
︵aw

kw
ard

︶
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
日
本
政
府
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
︵
※

仏
露
︶
に
照
会
す
る
特
段
の
理
由
も
見
当
た
ら
な
い
。
だ
が
日
本
政
府
側
が
︵
※
仏
露
︶
に
尋
ね
る
の
は
さ
ら
に
厄
介
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

我
々
か
ら
︵
※
仏
露
に
︶
照
会
し
て
あ
げ
れ
ば
彼
ら
︵
※
日
本
側
︶
は
喜
ぶ
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ア
ー
サ
ー
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
氏
︵Sir A

rthur N
icolson

︶

に
お
尋
ね
す
る
が
、
彼
︵
※
グ
リ
ー
ン
︶
が
他
の
用
件
で
仏
露
の
大
使
に
会
う
時
に
本
件
に
関
す
る
彼
ら
の
見
解
を
聞
く
べ
き
だ
ろ
う
か
？
ま
た
仏
露

政
府
の
意
向
を
確
か
め
さ
せ
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
こ
れ
に
は
い
く
ら
か
の
利
益
が
あ
る
だ
ろ
う
﹂
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
ニ
コ

ル
ソ
ン
は
﹁
ま
ず
彼
︵
※
グ
リ
ー
ン
︶
に
や
ら
せ
て
み
よ
う
。
彼
は
仏
露
側
に
説
明
で
き
る
﹂
と
返
答
し
て
い
る
。

﹁
グ
リ
ー
ン
大
使
か
ら
の
電
報
一
一
二
号
﹂
と
題
さ
れ
た
メ
モ
︵
八
月
二
六
日
の
日
付
印
は
あ
る
が
、
作
成
日
は
不
明
︶
に
は
外
務
省
の
グ
リ
ー
ン

大
使
へ
の
訓
令
︵
八
月
二
五
日
付
第
九
三
号
︶
の
原
案
と
思
わ
れ
る
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る︶

42
︵

。﹁
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
に
上
海
へ
の
フ
リ
ー
パ
ス

︵free pass

︶
が
与
え
ら
れ
る
。
日
本
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
戦
争
状
態
に
入
り
た
く
な
い
。
そ
し
て
フ
リ
ー
パ
ス
を
与
え
た
い
と
い
っ
て
も
、︵
※
日
本
は
︶

そ
の
同
盟
国
で
あ
る
英
国
の
見
解
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
我
々
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
が
東
京
に
留
ま
り
続
け
る
こ
と
に
同
意
す
る
か
ど
う
か

尋
ね
て
き
て
い
る
。
我
が
大
英
帝
国
政
府
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
こ
の
取
り
計
ら
い
に
よ
り
果
た
し
て
我
々
が
得
を
す
る
の
か
損
を
す
る
の
か
、
と
い

う
点
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
の
古
い
巡
洋
艦
は
上
海
で
抑
留
さ
れ
る
。︵
※
し
か
し
︶
我
々
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
戦
争
中
な
の
で
あ
る
！
。﹂

そ
し
て
こ
の
メ
モ
の
内
容
を
土
台
に
、
二
五
日
付
外
務
省
の
グ
リ
ー
ン
宛
訓
令
が
起
草
さ
れ
た︶

43
︵

。﹁
我
々
は
日
本
側
が
求
め
る
内
容
に
同
意
す
る
。

も
し
日
本
が
︵
※
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
︶
外
交
関
係
の
断
絶
を
避
け
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
以
下
の
条
件
の
下
で
我
々
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
巡
洋
艦
が
中

立
港
に
向
か
う
こ
と
に
同
意
す
る
。

①
武
装
解
除
、
船
舶
抑
留
、
無
線
不
能
の
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
。

②
将
校
と
乗
組
員
は
再
び
乗
務
し
な
い
よ
う
に
警
護
の
上
で
本
国
に
送
還
さ
れ
る
こ
と
。

③
日
本
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
お
よ
び
領
事
館
か
ら
の
電
報
は
全
て
平
文
に
す
る
こ
と
。

④
日
本
在
住
お
よ
び
中
国
の
日
本
占
領
地
域
お
よ
び
租
借
地
在
住
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
ス
パ
イ
行
為
に
対
す
る
監
視
を
行
う
こ
と
。﹂

英
国
側
の
史
料
を
見
る
と
、
日
本
側
が
強
く
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
国
交
断
絶
や
戦
争
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
。
そ
し
て

英
国
側
は
、
す
で
に
英
国
の
敵
国
と
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
敢
え
て
国
交
を
維
持
し
た
い
と
考
え
る
同
盟
国
日
本
に
少
な
か
ら
ぬ
違
和
感
を
抱
き
、

さ
ら
に
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
武
装
解
除
及
び
中
立
港
へ
の
移
送
が
対
仏
露
関
係
に
与
え
る
﹁
厄
介
な
﹂
な
部
分
に
頭
を
悩
ま
せ
つ
つ
、
渋
々
そ
の

要
望
に
同
意
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
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︵
四
︶
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省
の
突
然
の
方
針
転
換
と
そ
の
帰
結

と
こ
ろ
が
墺
外
務
省
が
八
月
二
二
日
に
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
武
装
解
除
指
令
を
打
電
し
た
直
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
で
は
こ
の
方
針
を
再
考
す

る
動
き
が
出
て
き
た
。
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
は
ド
イ
ツ
の
港
︵
青
島
︶
で
武
装
解
除
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
は
そ
の
ド
イ
ツ
が

オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
援
助
し
て
い
る
。
陸
軍
と
し
て
は
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
戦
闘
上
の
価
値
の
低
さ
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
か
く
も
不
名
誉
な
形

で
そ
の
ま
ま
運
命
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
理
解
不
能
だ
と
い
う
の
が
参
謀
本
部
の
見
解
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
側
か
ら
も
疑
義
が
提
起
さ
れ
、
青

島
は
す
で
に
英
国
艦
船
に
よ
り
封
鎖
さ
れ
て
お
り
、
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
は
中
立
港
に
は
到
着
不
能
だ
と
指
摘
し
て
い
た︶

44
︵

。

二
三
日
、
ド
イ
ツ
外
務
省
は
日
本
の
最
後
通
牒
を
受
け
入
れ
な
い
旨
、
船
越
駐
独
代
理
大
使
に
通
知
し
た
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
側
は
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
エ

墺
駐
独
大
使
に
日
本
側
が
二
三
日
一
二
時
に
膠
州
湾
に
対
す
る
敵
対
行
為
を
開
始
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
観
測
を
伝
え
て
き
た︶

45
︵

。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
皇

帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
︵W

ilhelm
 II.

︶
は
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
は
青
島
で
ド
イ
ツ
と
共
に
戦
う
と
発
言︶

46
︵

。
こ
れ
を
受
け
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
皇
帝

フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
︵Franz Joseph I.

︶
は
日
本
と
の
国
交
断
絶
を
決
断
し
、
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ト
外
相
に
指
示
を
与
え
た︶

47
︵

。
か
く
し
て
新
た
な
二
つ

の
指
令
が
東
ア
ジ
ア
に
打
電
さ
れ
た
。
一
つ
目
は
マ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
艦
長
宛
の
も
の
で
青
島
で
の
戦
闘
参
加
を
求
め
る
も
の
で
あ
り︶

48
︵

、
二
つ
目
は
ロ
ー
マ
、

マ
ル
タ
経
由
の
平
文
電
報
で
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
に
送
ら
れ
た
。﹁
日
本
の
我
同
盟
国
ド
イ
ツ
へ
の
態
度
に
鑑
み
、︵
※
日
本
側
に
︶
旅
券
を
請
求
せ
よ
。
暗

号
表
と
秘
密
書
類
を
破
棄
せ
よ
。
各
領
事
に
も
伝
達
の
こ
と
。
大
使
館
員
と
共
に
ア
メ
リ
カ
に
退
去
せ
よ
。
ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
墺
臣
民
の
保
護
を
要

請
せ
よ︶

49
︵

。﹂

こ
の
よ
う
に
ウ
ィ
ー
ン
の
外
務
省
は
比
較
的
安
易
に
政
策
を
転
換
さ
せ
た
が
、
そ
れ
を
実
行
す
る
現
場
に
は
大
き
な
困
難
が
伴
っ
た
。
ミ
ュ
ラ
ー
は

皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
武
装
解
除
に
よ
り
、
墺
日
の
国
交
断
絶
を
な
ん
と
か
食
い
止
め
ら
れ
た
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
本
国
か
ら
の
指
令
が
ま

だ
届
か
ぬ
八
月
二
六
日
の
新
聞
に
﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
日
本
に
宣
戦
布
告
！
﹂
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
だ

本
国
の
方
針
転
換
を
知
ら
な
い
ミ
ュ
ラ
ー
は
松
井
慶
四
郎
外
務
次
官
に
次
の
よ
う
な
手
紙
を
送
っ
た
。

新
聞
各
紙
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
電
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
日
本
に
宣
戦
布
告
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
！
。
私
は
こ
の
報
道
を

否
定
す
る
べ
く
努
力
致
し
ま
し
た
が
、
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
帝
国
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
聞
各
社
に
対
し
こ
れ
が
い
か
に

馬
鹿
げ
た
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
か
お
伝
え
い
た
だ
き
た
い
の
で
す︶

50
︵

。

さ
ら
に
そ
の
晩
、
日
本
政
府
か
ら
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
乗
員
が
天
津
へ
の
道
す
が
ら
、
済
南
を
通
過
し
た
と
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
、
マ
コ
ヴ
ィ
ッ

ツ
が
青
島
で
武
装
解
除
を
行
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た︶

51
︵

。
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こ
の
知
ら
せ
に
安
堵
し
た
の
も
束
の
間
、
北
京
か
ら
の
電
報
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
が
従
来
の
方
針
を
撤
回
し
た
こ
と
を
伝
え
て
き
た
。
皇
妃
エ
リ
ー

ザ
ベ
ト
号
の
乗
員
は
青
島
に
戻
り
、
青
島
防
衛
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
二
七
日
、
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
は
本
国
か
ら
の
訓
令
を

受
け
取
り
、
日
本
外
務
省
に
対
し
国
交
断
絶
を
通
知
し
、
旅
券
の
交
付︶

52
︵

を
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た︶

53
︵

。
帰
国
に
あ
た
り
加
藤
外
相
と
面
会
し
た
ミ
ュ
ラ
ー

は
、
加
藤
か
ら
個
人
的
な
悲
し
み
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
急
な
方
針
転
換
に
つ
い
て
の
遺
憾
の
意
を
表
明
さ
れ
、
果
た
し
て
現
状
は
日
墺
の
戦
争
状

態
を
意
味
す
る
の
か
ど
う
か
尋
ね
ら
れ
た
。
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
現
状
は
戦
争
状
態
と
は
考
え
な
い
も
の
の
、
国
交
の
断
絶
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と

返
答
し
た
。
加
藤
外
相
は
こ
の
ミ
ュ
ラ
ー
の
見
解
を
受
け
入
れ
、
再
び
遺
憾
の
意
を
表
し
た︶

54
︵

。
な
お
ウ
ィ
ー
ン
の
佐
藤
大
使
が
八
月
二
五
日
に
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
相
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ト
か
ら
旅
券
と
日
本
と
の
国
交
断
絶
通
告
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
日
本
外
務
省
側
が
確
認
し
た
の
は
八
月

三
一
日
付
の
ロ
ー
マ
駐
在
の
林
権
助
大
使
か
ら
の
電
報
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た︶

55
︵

。
佐
藤
は
ウ
ィ
ー
ン
西
駅
か
ら
鉄
道
で
ス
イ
ス
に
出
国
し
た︶

56
︵

。
か
く
し
て

日
墺
の
国
交
は
断
た
れ
た
。
一
八
六
九
年
に
日
墺
に
国
交
が
成
立
し
て
か
ら
四
五
年
目
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

な
お
英
国
外
交
文
書
を
読
む
と
、
こ
の
国
交
断
絶
を
通
告
す
る
二
四
日
付
ウ
ィ
ー
ン
発
東
京
宛
の
電
報“

unm
alta pasalex”

は
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
英
国
の
検
閲
官
に
よ
っ
て
一
時
的
に
同
地
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る︶

57
︵

。
二
五
日
付
の
グ
レ
イ
外
相
宛
の“

A
C”

に
よ
る
メ
モ
に
は
﹁
添

付
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
検
閲
官
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
日
本
に
宣
戦
布
告
︵
※
傍
線
筆
者
︶
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
電
信
検
閲
官
は
こ
の
︵
※
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
の
︶
電
報
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。
私
は
︵
※
ロ
ン
ド
ン
の
︶
首
席
検
閲
官
に
で
き
る
限
り

早
く
こ
れ
を
︵
※
東
京
に
︶
送
る
よ
う
依
頼
し
た
。
膠
州
湾
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
兵
に
つ
い
て
の
電
報
は
今
朝
打
電
さ
れ
た
が
、
日
本
政
府
が
オ
ー
ス
ト

リ
ア
と
戦
争
状
態
に
あ
る
︵
※
傍
線
筆
者
︶
こ
と
を
知
る
前
に
今
朝
の
電
報
の
内
容
に
沿
っ
て
動
く
時
間
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。﹂
こ
の
メ
モ
は
外
務

政
務
次
官
補
ラ
ン
グ
レ
ー
に
よ
っ
て
二
七
日
に
閲
覧
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
英
国
側
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
の
﹁
国
交
断
絶
﹂
通
知
を
﹁
宣
戦
布

告
﹂
と
捉
え
て
い
た
。

二
七
日
、
グ
リ
ー
ン
大
使
は
加
藤
外
相
に
面
会
を
求
め
、
グ
レ
イ
外
相
か
ら
の
二
五
日
付
訓
令
︵
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
武
装
解
除
、
上
海
移
送

の
条
件
︶
の
内
容
を
伝
え
て
き
た︶

58
︵

。
だ
が
グ
レ
イ
の
訓
令
と
グ
リ
ー
ン
が
加
藤
に
手
交
し
た
メ
モ
に
は
い
く
つ
か
の
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
冒

頭
の
書
き
出
し
が
﹁
日
本
政
府
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
国
交
断
絶
を
何
と
し
て
も
避
け
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
大
英
帝
国
政
府
と
フ
ラ
ン
ス
政
府

は
日
本
側
の
意
向
に
同
意
す
る
﹂
と
改
め
ら
れ
、
お
そ
ら
く
東
京
︵
と
ロ
ン
ド
ン
？
︶
で
フ
ラ
ン
ス
側
に
本
件
が
打
診
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
同
意
を

得
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
日
本
領
内
等
に
在
住
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
に
対
す
る
監
視
を
定
め
た
第
二
条
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
中
国

の
フ
ラ
ン
ス
租
借
地
に
ま
で
範
囲
が
拡
張
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
墺
大
使
館
・
公
使
館
か
ら
の
電
報
は
平
文
に
限
る
と
し
た
第
四
条
件
は
、
電
報
そ
の

も
の
を
禁
止
す
る
と
い
う
形
に
変
更
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
こ
の
会
談
の
時
点
で
、
す
で
に
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
か
ら
国
交
断
絶
が
通
達
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

た
め
加
藤
は
﹁
本
問
題
は
最
早
其
必
要
な
﹂
い
と
し
つ
つ
、
英
仏
が
提
示
し
た
条
件
に
つ
い
て
﹁
第
三
、
第
四
は
軍
艦
関
係
と
は
関
係
な
い
条
件
﹂
で
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あ
り
、
第
一
、
第
二
条
件
の
み
を
墺
側
に
提
出
す
る
ほ
か
な
い
と
述
べ
た
。﹁
何
せ
よ
今
と
な

り
は
之
は
凡す

べ

て
不
必
要
と
な
り
た
る
も
の
﹂
と
締
め
く
く
っ
た︶

59
︵

も
の
の
、
こ
の
部
分
を
見
て
も

加
藤
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
に
か
な
り
配
慮
す
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

翌
二
八
日
の
グ
リ
ー
ン
英
国
大
使
と
の
会
談
に
お
い
て
、
加
藤
は
今
回
の
突
然
の
オ
ー
ス
ト

リ
ア
側
の
態
度
変
更
は
ド
イ
ツ
の
圧
力
に
よ
る
も
の
だ
と
の
分
析
を
伝
え
た︶

60
︵

。
ロ
ー
マ
に
退
去

し
た
ば
か
り
の
佐
藤
駐
墺
大
使
も
九
月
一
日
付
報
告
書
で
、﹁
彼
の
﹃
墺
国
軍
艦
カ
イ
ゼ
リ
ン
、

エ
リ
ザ
ベ
ツ
ト
﹄
号
の
武
装
解
除
に
関
し
帝
国
政
府
に
向
て
依
頼
を
申
入
置
き
な
が
ら
、
突
然

日
墺
国
交
を
断
て
る
が
如
き
も
畢
竟
伯
林
政
府
の
厳
命
に
服
従
せ
し
に
外
な
ら
﹂
な
い
と
の
見

立
て
を
伝
え
て
い
た︶

61
︵

。
こ
れ
ら
は
当
時
の
日
本
側
の
情
勢
分
析
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

グ
リ
ー
ン
大
使
は
グ
レ
イ
外
相
に
﹁
昨
日
、
加
藤
外
相
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
に
最
も
友
好
的

な
︵m

ost am
icable

︶
形
で
別
れ
を
告
げ
て
い
る
。︵
中
略
︶
加
藤
外
相
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が

今
や
日
本
に
対
し
て
宣
戦
す
る
か
ど
う
か
気
付
い
て
い
な
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
更
な
る
措
置

を
と
ら
な
い
限
り
、
日
本
側
の
動
き
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
宣
戦
す
れ
ば
、

日
本
も
同
様
に
動
く
で
あ
ろ
う
﹂
と
も
報
告
し
て
い
た︶

62
︵

。

ミ
ュ
ラ
ー
大
使
一
行
は
八
月
三
一
日
に
横
浜
か
ら
商
船
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
号
に
乗
船
し
、
中
立

国
ア
メ
リ
カ
へ
と
旅
立
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
マ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ら
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
乗
員
た
ち
は
、
青
島
で
の
絶
望
的
な
戦
闘
に
参
加
し
、
戦

闘
能
力
を
失
っ
た
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
を
自
沈
さ
せ
、
さ
ら
に
日
本
軍
に
敗
北
し
て
、
抑
留
生
活
を
送
る
と
い
う
辛
酸
を
舐
め
る
こ
と
に
な
っ
た︶

63
︵

。

四
　
大
戦
中
の
日
本
外
務
省
の
日
墺
関
係
理
解
に
つ
い
て

日
本
外
務
省
に
よ
る
第
一
次
大
戦
中
の
日
墺
の
国
際
法
上
の
関
係
に
つ
い
て
の
文
書
は
主
に
外
務
省
外
交
史
料
館
﹃
外
務
省
記
録
﹄
の
﹁
日
独
開
戦

一
件
︵
墺
勃
土
断
交
を
含
む
︶﹂
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
本
史
料
に
基
づ
い
て
日
本
側
の
捉
え
方
と
そ
の
変
化
を
追
っ
て
み
た
い
。

︵
一
︶
一
九
一
四
年
一
二
月
の
議
論

最
初
に
日
本
外
務
省
が
国
交
断
絶
後
の
日
墺
関
係
に
つ
い
て
整
理
し
よ
う
と
試
み
た
の
は
一
九
一
四
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
加
藤
高
明
外
相

東京を引き揚げるミュラー大使（新橋駅にて）
『東京朝日新聞（1914年 9月 1日付）』
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は
一
二
月
一
日
に
大
隈
重
信
首
相
に
﹁
日
本
と
墺
洪
国
と
の
関
係
に
付
閣
議
決
定
方
請
議
の
件︶

64
︵

﹂
を
送
り
、
日
墺
間
の
法
的
状
態
に
つ
い
て
閣
議
決
定

を
求
め
た
。
加
藤
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
軍
艦
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
と
乗
組
員
が
﹁
独
逸
兵
と
共
に
青
島
の
防
禦
に
任
じ
帝
国
軍
に
抗
敵
﹂
し
た
こ
と
を
も
っ

て
、﹁
帝
国
と
墺
洪
国
と
の
間
に
は
既
に
事
実
上
戦
争
状
態
﹂
が
﹁
存
在
し
居
る
も
の
﹂
と
し
つ
つ
、
こ
の
﹁
成
立
の
時
期
を
決
定
す
る
は
暫
く
置
﹂

く
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
﹁
此
事
実
上
の
状
態
を
認
め
て
両
国
間
の
通
商
条
約
は
既
に
消
滅
に
帰
し
﹂
た
と
見
な
し
、﹁
其
他
此
状
態
を
基
礎
と
し
て

日
墺
国
際
関
係
を
万
事
処
理
す
る
﹂
こ
と
を
﹁
至
当
﹂
と
し
た
。

な
お
、
こ
の
請
議
に
は
加
藤
の
判
断
の
﹁
参
考
﹂
と
な
っ
た
﹁
日
墺
両
国
の
現
在
関
係
﹂
と
題
さ
れ
た
三
部
構
成
の
資
料
が
添
付
さ
れ
て
い
る︶

65
︵

。﹁
第

一
、
日
墺
両
国
は
戦
争
状
態
に
在
ら
ず
と
主
張
し
得
べ
き
論
拠
は
大お

お
よ
そ凡

左
の
如
し
﹂
は
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

①
日
墺
間
に
交
わ
さ
れ
た
通
牒
に
は
日
墺
の
﹁
外
交
関
係
を
断
絶
せ
し
む
る
以
外
に
両
国
を
戦
争
状
態
に
置
か
む
と
す
る
の
意
思
を
表
示
す
べ
き
文

字
﹂
は
存
在
せ
ず
、
一
九
一
四
年
九
月
五
日
の
加
藤
外
相
の
議
会
演
説
も
﹁
両
国
交
戦
状
態
の
存
在
を
予
想
す
る
こ
と
な
し
﹂
で
あ
っ
た︶

66
︵

。

②
日
墺
の
国
交
断
絶
当
時
、
八
代
六
郎
海
軍
大
臣
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
商
船
に
対
し
、
日
本
が
ド
イ
ツ
商
船
に
与
え
た
﹁
恩
恵
期
間
﹂
と
同
様
の
も
の

を
与
え
る
勅
令
案
を
起
草
し
、
こ
れ
に
加
藤
外
相
と
内
相
は
同
意
を
与
え
た
も
の
の
、
結
局
、
大
隈
内
閣
は
﹁
日
墺
両
国
間
に
は
未
だ
戦
争
状
態

成
立
し
居
ら
ず
と
の
意
見
﹂
で
、
そ
の
勅
令
案
は
公
布
さ
れ
な
か
っ
た
。

③
大
日
本
帝
国
憲
法
第
一
三
条
の
宣
戦
布
告
規
定
は
、
仮
に
天
皇
が
正
式
な
宣
戦
布
告
を
行
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
が
他
国
と
戦
争
状
態
に

あ
る
と
の
天
皇
の
意
思
を
国
民
に
知
ら
せ
る
手
段
を
と
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、﹁
現
在
に
至
る
迄
斯
の
如
き
手
段
は
未
だ
嘗
て
執
ら
れ
﹂

て
い
な
い
た
め
、﹁
国
民
は
帝
国
が
墺
国
と
戦
争
状
態
に
在
り
と
思
考
し
﹂
て
い
な
い
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
軍
艦
と
水
兵
が
青
島
防
禦
に
参

加
し
た
の
は
﹁
其
任
意
に
出
で
た
る
義
勇
団
の
行
為
と
看
做
す
べ
﹂
き
で
、﹁
墺
国
政
府
の
戦
意
は
之
に
依
り
て
決
定
﹂
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
﹁
第
二
、
日
墺
両
国
は
戦
争
状
態
に
在
り
と
主
張
し
得
べ
き
論
拠
は
大
凡
左
の
如
し
﹂
は
以
下
の
三
点
を
指
摘
す
る
。

①
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
通
告
に
は
﹁﹃
墺
国
政
府
は
其
同
盟
国
た
る
独
逸
に
対
し
日
本
政
府
の
執
り
た
る
態
度
に
鑑
み
﹄
日
墺
両
国
の
外
交
関
係
を

断
絶
す
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
﹁
墺
国
は
同
盟
の
誼よ

し
み

と
し
て
之
︵
※
日
独
の
交
戦
状
態
︶
を
傍
観
す
る
を
得
ず
と
云
ひ
た
る
に
均ひ

と
し

く

一
種
の
宣
戦
通
告
と
見
﹂
う
る
。

②
一
九
一
四
年
八
月
二
九
日
付
の
内
務
省
訓
令
第
一
四
号
に
お
い
て
、
日
本
国
内
に
居
留
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
に
対
し
て
、
国
内
居
留
ド
イ
ツ
人

に
対
す
る
内
務
省
訓
令
第
一
一
号
を
準
用
す
る
と
し
た
の
は
﹁
国
交
断
絶
を
以
て
戦
争
開
始
と
看
做
し
た
る
結
果
﹂
で
あ
る
。
も
し
国
交
の
み
が

断
絶
し
た
と
解
釈
す
る
と
、
日
墺
通
商
条
約
は
効
力
を
持
ち
続
け
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
関
係
は
﹁
無
条
約
国
に
対
す
る
関
係
以
上
﹂
と
な
っ

て
し
ま
う
。
ま
た
同
訓
令
一
四
号
に
は
﹁
国
交
断
絶
し
た
る
に
付
﹂
と
明
記
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
国
民
に
﹁
間
接
に
戦
争
状
態
の
存
在
を
表
示
せ

し
め
た
﹂
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
日
墺
の
通
商
関
係
は
希
薄
で
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
開
戦
に
伴
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
商
船
は
極
東
航
路
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を
停
止
し
て
お
り
、
ま
た
軍
艦
も
﹁
老
齢
な
る
﹃
カ
イ
ゼ
リ
ン
、
エ
リ
ザ
ベ
ツ
ト
﹄﹂
が
﹁
膠
州
湾
内
に
遁
入
﹂
し
て
い
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
の
で
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
か
ら
公
然
と
宣
戦
布
告
を
し
て
こ
な
い
限
り
、
日
本
側
か
ら
進
ん
で
宣
戦
す
る
﹁
実
益
﹂
は
﹁
毫す

こ
し

も
存
在
﹂
し
な
い
。
日
本

と
し
て
は
﹁
唯た

だ

墺
国
の
挑
発
に
答
へ
、
墺
国
の
解
釈
す
る
が
如
く
国
交
断
絶
の
意
義
を
解
釈
し
事
実
上
交
戦
関
係
に
入
﹂
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

③
青
島
の
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
は
一
度
本
国
の
訓
令
に
よ
り
青
島
で
武
装
解
除
の
上
、
天
津
に
向
か
っ
た
も
の
の
、
再
び
武
装
を
回
復
し
青
島
に

引
き
返
し
、
乗
組
員
の
一
部
は
ド
イ
ツ
軍
と
共
に
青
島
の
防
衛
に
携
わ
っ
た
。
こ
の
乗
組
員
の
帰
還
を
彼
ら
の
自
由
意
思
に
よ
る
も
の
と
す
る
の

は
﹁
故
意
に
事
実
を
強
ゆ
る
も
の
﹂
で
あ
り
、
彼
ら
は
﹁
墺
国
の
軍
隊
と
し
て
本
国
政
府
の
訓
令
に
依
り
﹂
行
動
し
た
の
で
あ
る
。
青
島
の
防
衛

に
参
加
し
日
本
軍
と
敵
対
し
た
以
上
、﹁
日
墺
両
国
は
戦
争
状
態
に
在
る
も
の
と
云
﹂
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
し
﹁
此
事
実
を
無
視
し
飽あ

く
ま
で迄

日
墺

両
国
は
単
に
国
交
を
断
絶
し
た
に
過
ぎ
ず
﹂
と
解
釈
す
れ
ば
、
日
墺
通
商
条
約
が
そ
の
ま
ま
存
続
し
、
も
し
日
本
が
﹁
条
約
の
消
滅
を
利
用
し
て

独
逸
人
の
享
有
す
る
永
代
借
地
権
を
処
分
せ
ん
と
す
る
場
合
に
、
墺
国
人
に
対
し
て
之
を
為
す
こ
と
能あ

た

は
ざ
る
の
結
果
と
な
り
、
甚
だ
妥
当
﹂
で

は
な
い
。
ま
た
日
本
の
軍
艦
が
墺
国
商
船
に
遭
遇
し
て
も
﹁
之
を
敵
船
と
し
て
取
扱
ふ
こ
と
能
は
ず
﹂、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
荷
物
は
﹁
中
立
貨

物
と
看
做
さ
ざ
る
﹂
を
得
ず
、﹁
頗
る
面
白
﹂
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
﹁
畢
竟
両
国
関
係
の
根
本
観
念
、
其
の
当と

う

を
得
ざ
る
に
基
づ
く
も
の
﹂

で
あ
る
。

こ
の
﹁
第
一
﹂
と
﹁
第
二
﹂
の
比
較
衡
量
に
基
づ
き
、﹁
第
三
、
結
論
﹂
は
次
の
よ
う
に
結
ぶ
。

①
日
墺
の
国
交
断
絶
当
時
、
日
本
政
府
が
﹁
之
を
以
て
戦
争
状
態
に
入
り
た
る
も
の
と
了
解
し
居
ら
ざ
り
し
は
事
実
に
し
て
、
今
尚
ほ
解
釈
一
定
し
﹂

て
い
な
い
が
、
単
な
る
﹁
国
交
断
絶
﹂
に
過
ぎ
な
い
と
見
な
す
こ
と
に
は
前
記
﹁
第
二
﹂
の
指
摘
の
よ
う
に
﹁
不
都
合
﹂
が
あ
る
。

②
そ
こ
で
日
本
と
し
て
は
﹁
墺
国
と
戦
争
状
態
に
在
り
と
の
主
義
を
採
る
﹂
の
が
﹁
得
策
﹂
で
あ
る
も
の
の
、
戦
争
状
態
に
入
っ
た
時
期
に
つ
い
て

は
﹁
国
交
断
絶
と
同
時
と
な
す
を
最
も
妥
当
と
す
る
も
、
斯
の
如
き
は
政
府
は
自
ら
を
欺
く
の
嫌
い
あ
り
て
面
白
﹂
く
な
い
。

③
そ
こ
で
﹁
外
務
大
臣
の
議
会
演
説
に
依
り
て
、
日
墺
両
国
戦
争
状
態
の
存
在
を
弁
明
す
る
の
外
な
か
る
べ
し
と
思
考
﹂
す
る
。
そ
の
﹁
議
会
演
説
﹂

案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
九
月
五
日
の
加
藤
外
相
の
議
会
演
説
冒
頭
に
も
見
ら
れ
た
行く

だ
り

、
つ
ま
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
東
洋
に
お
け
る

利
害
関
係
が
﹁
極
め
て
尠
な
﹂
い
た
め
日
本
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
﹁
平
和
関
係
を
持
続
す
る
﹂
こ
と
を
欲
し
た
と
い
う
文
言
が
繰
り
返
さ
れ
た
上

で
、
日
本
政
府
と
し
て
は
﹁
此
外
交
関
係
の
断
絶
を
以
て
交
戦
関
係
の
開
始
を
意
味
す
る
も
の
と
了
解
﹂
し
て
お
ら
ず
、﹁
斯
の
如
く
了
解
す
る

を
欲
﹂
し
て
も
い
な
か
っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
﹁
水
兵
﹂
が
ド
イ
ツ
軍
と
共
に
青
島
防
衛
に
加
わ
り
、
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
も
日
本
軍
に

﹁
砲
火
を
開
き
た
る
に
つ
き
﹂、
日
本
は
﹁
其
の
意
に
反
し
て
墺
洪
国
と
交
戦
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
﹂
っ
た
。

だ
が
、
こ
こ
で
提
案
さ
れ
た
外
相
の
﹁
議
会
演
説
﹂
案
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
日
墺
の
国
際
法
的
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
は
一
年
ほ
ど

放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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︵
二
︶
一
九
一
五
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
の
動
向

加
藤
の
請
議
か
ら
約
一
年
経
っ
た
一
九
一
五
年
一
一
月
二
日
、
ロ
シ
ア
駐
日
大
使
マ
レ
フ
ス
キ
ー
＝
マ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
︵N

ikolai M
alevsky-

M
alevich

︶
は
、
日
本
政
府
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
宣
戦
布
告
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
し
て
行
っ
た
か
尋
ね
て
き
た︶

67
︵

。
こ
れ
に
対
し
、
外
務
省
は
﹁
日

本
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
宣
戦
布
告
し
て
お
り
ま
せ
ん
﹂
と
即
日
返
答
し
て
い
る︶

68
︵

。
次
い
で
一
一
月
二
九
日
に
青
島
の
奈
良
参
謀
長
か
ら
﹁
墺
匈
国
と
日

本
と
は
宣
戦
布
告
を
な
し
た
る
や
、
差
迫
り
た
る
必
要
あ
り︶

69
︵

﹂
と
照
会
が
あ
っ
た
が
、
外
務
省
は
翌
日
付
で
﹁
宣
戦
布
告
を
為
し
た
る
こ
と
な
し︶

70
︵

﹂
と

返
答
し
た
。
こ
れ
ら
の
照
会
は
、
日
本
外
務
省
に
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
日
墺
が
戦
争
状
態
に
入
っ
た
の
か
を
確
認
す
る
必
要
性
を
自
覚
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
石
井
菊
次
郎
外
相
は
珍
田
捨
己
駐
米
大
使
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ア
メ
リ
カ
政
府
に
日
墺
﹁
開
戦
﹂
を
ど
の
よ
う
に
通
知
し
た
か
、
ま
た

い
つ
を
以
て
日
本
と
開
戦
し
た
と
見
な
し
て
い
る
か
を
尋
ね
る
よ
う
訓
令
し
て
い
る︶

71
︵

。
ア
メ
リ
カ
は
一
九
一
四
年
八
月
二
七
日
に
﹁
日
墺
戦
争
﹂
に
関

す
る
中
立
宣
言
を
出
し
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
中
立
宣
言
を
発
表
し
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
が
﹁
日
墺
開
戦
を
米
国
に
通
知
し
た
る

結
果
﹂
だ
と
推
測
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
珍
田
は
一
九
一
五
年
一
二
月
三
〇
日
に
ラ
ン
シ
ン
グ
国
務
長
官
︵R

obert Lansing

︶
と
会
談
し
た
際
、

こ
の
件
を
照
会
し
た︶

72
︵

。
ラ
ン
シ
ン
グ
か
ら
は
即
日
で
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
日
本
外
務
省
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ラ
ン

シ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、

①
一
九
一
四
年
八
月
二
六
日
付
で
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
.

駐
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
か
ら
国
務
省
に
電
報
が
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
と
同
政
府

は
青
島
に
碇
泊
中
の
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
司
令
官
に
﹁
ド
イ
ツ
と
共
闘
せ
よ
と
の
指
示
﹂
を
与
え
、
墺
日
の
外
交
関
係
の
断
絶
を
伝
え
て
き

た
こ
と
、

②
同
年
八
月
二
七
日
付
で
東
京
駐
在
の
ア
メ
リ
カ
大
使
の
電
報
で
ミ
ュ
ラ
ー
墺
大
使
の
日
墺
の
国
交
断
絶
を
通
告
し
と
旅
券
の
受
領
を
伝
え
て
き
た

こ
と
、

③
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ド
イ
ツ
の
同
盟
国
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
戦
争
の
発
端
を
作
っ
た
の
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、

米
国
政
府
は
日
墺
間
に
戦
争
状
態
が
存
在
す
る
と
想
定
し
︵assum

e
︶、
米
国
民
の
た
め
に
中
立
宣
言
を
発
表
し
た
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た︶

73
︵

。
さ
ら
に
﹁
そ

れ
ぞ
れ
︵
※
日
墺
︶
が
二
国
間
の
外
交
関
係
は
︵
※
単
な
る
︶
一
時
的
な
保
留
状
態
だ
と
看
做
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
米
国
務
省
は
一
九
一
四
年
八

月
二
七
日
付
の
中
立
宣
言
を
喜
ん
で
撤
回
す
る
用
意
が
あ
る
﹂
と
も
付
け
加
え
た
。
つ
ま
り
日
本
側
は
日
墺
﹁
開
戦
﹂
の
根
拠
を
ア
メ
リ
カ
頼
み
に
し

た
も
の
の
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
の
日
墺
﹁
開
戦
﹂
認
識
も
い
わ
ば
状
況
証
拠
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

︵
三
︶
日
本
政
府
に
よ
る
日
墺
の
﹁
戦
争
状
態
﹂
の
認
定
︵
一
九
一
七
年
一
月
︶

こ
れ
ま
で
日
本
側
は
大
戦
中
の
日
墺
関
係
に
つ
い
て
の
姿
勢
を
明
確
化
す
る
必
要
を
感
じ
つ
つ
、
結
局
の
と
こ
ろ
そ
の
判
断
を
保
留
し
て
き
た
。
だ
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が
一
九
一
六
年
一
二
月
に
ド
イ
ツ
が
ア
メ
リ
カ
経
由
で
連
合
国
側
に
講
和
提
議
が
行
っ
た
あ
た
り
か
ら
、
再
び
こ
の
曖
昧
な
日
墺
関
係
が
問
題
化
し
て

く
る
。
こ
の
ド
イ
ツ
の
提
議
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
し
て
は
連
合
国
側
で
協
議
の
上
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
を
通
じ
て
回
答
す
る
こ
と
を
考
え
、
連

合
国
側
と
し
て
は
講
和
条
件
等
に
ま
で
﹁
深
入
り
す
る
を
避
け
﹂、﹁
要
す
る
に
連
合
国
側
に
於
て
独
逸
の
提
議
拒
否
の
回
答
を
な
す
こ
と
﹂
を
﹁
主
眼
﹂

と
し
て
い
た︶

74
︵

。
こ
れ
に
対
し
、
珍
田
駐
英
大
使
は
セ
シ
ル
外
務
省
政
務
次
官
︵Lord R

obert C
ecil

︶
に
﹁
日
本
は
独
逸
と
は
交
戦
関
係
に
在
る
も
、

墺
国
と
は
外
交
関
係
断
絶
に
止
ま
り
、
又
土
勃
両
国
と
は
外
交
関
係
も
な
き
等
、
自
ず
か
ら
他
の
与
国
と
は
趣
を
異
に
す
る
に
付
、
我
方
の
回
答
と
し

て
は
其
の
変
の
斟
酌
を
も
要
す︶

75
︵

﹂
と
主
張
し
た
。
珍
田
は
前
年
一
二
月
の
ラ
ン
シ
ン
グ
へ
の
問
い
合
わ
せ
と
そ
の
回
答
を
踏
ま
え
て
発
言
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
セ
シ
ル
は
﹁
右
等
の
点
は
回
答
書
立
案
方
に
て
如
何
様
と
も
纏
ま
り
付
く
べ
し
﹂
と
答
え
た
。
こ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
側
は
日
墺
の
曖

昧
な
国
際
法
上
の
関
係
に
つ
い
て
、
特
に
注
文
を
付
け
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
一
九
一
七
年
一
月
一
七
日
、
本
野
一
郎
外
相
は
寺
内
正
毅
総
理
に
﹁
帝
国
と
墺
洪
国
と
の
関
係
に
付
請
議
の
件︶

76
︵

﹂
を
送
り
、﹁
此
際
、
帝

国
の
励
力
せ
む
と
す
る
対
敵
措
置
並

な
ら
び
に

今
次
提
議
せ
ら
れ
た
る
講
和
問
題
等
に
牽け

ん
れ
ん連

し
、
帝
国
と
墺
洪
国
と
の
関
係
を
明
確
に
決
定
す
る
の
必
要
あ
り
﹂

と
し
た
。
そ
し
て

①
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
が
公
表
し
た
外
交
赤
書
︵R

othbuch: 

マ
マ
︶
に
掲
載
さ
れ
た
一
九
一
四
年
八
月
二
四
日
付
の
駐
日
大
使
宛
訓
電
の
冒
頭
に

﹁
墺
洪
国
軍
艦
﹃
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
﹄
艦
長
は
青
島
に
於
て
先
頭
に
参
加
す
べ
き
命
令
を
受
け
た
り
﹂
と
明
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
政
府
が
日
本
と
﹁
交
戦
の
意
思
を
有
し
た
る
こ
と
疑
を
容
れ
﹂
な
い
こ
と
、

②
青
島
で
﹁
軍
艦
﹃
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
﹄﹂
は
ド
イ
ツ
軍
と
と
も
に
戦
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
で
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
﹁
潜
水
艇
﹂
が
日
本
の
商
船
を

撃
沈
し
﹁
明
に
帝
国
に
対
す
る
敵
対
行
為
を
示
﹂
し
た
こ
と
、

の
二
点
を
も
っ
て
、﹁
帝
国
は
墺
洪
国
を
純
然
た
る
敵
国
と
し
て
処
遇
す
べ
き
も
の
と
認
﹂
め
、﹁
右
閣
議
の
御
決
定
を
請
う
﹂
こ
と
と
し
た
。
こ
う
し

て
日
本
政
府
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
﹁
戦
争
状
態
﹂
で
あ
る
こ
と
を
一
九
一
七
年
一
月
一
九
日
付
で
﹁
請
議
の
通
﹂
り
閣
議
決
定
し
た
の
で
あ
る︶

77
︵

。
こ
れ

は
一
月
二
三
日
付
の
﹁
在
欧
米
亜
各
大
公
使
宛
﹂
の
訓
令
に
お
い
て
各
国
駐
在
外
交
使
節
に
伝
達
さ
れ
た︶

78
︵

。
な
お
こ
の
訓
令
の
下
書
き
に
は
﹁
在
英
珍

田
大
使
へ
は
﹂、﹁
本
件
は
貴
電
大
正
五
年
第
四
三
七
︵
※
マ
マ
︶
号
末
部
と
関
係
あ
る
に
付
ご
参
考
ま
で
電
報
す
﹂
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
日
本
の
オ
ー

ス
ト
リ
ア
に
対
す
る
態
度
決
定
の
背
景
に
は
、
珍
田
駐
英
大
使
が
報
告
し
て
き
た
ド
イ
ツ
の
講
和
提
議
に
対
す
る
英
国
側
の
姿
勢
と
、
珍
田
大
使
が
セ

シ
ル
外
務
政
務
次
官
に
﹁
墺
国
と
は
外
交
関
係
断
絶
に
止
ま
り
︵
中
略
︶
自
ず
か
ら
他
の
与
国
と
は
趣
を
異
に
す
る
﹂
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
得
る
。
な
ぜ
な
ら
一
月
一
九
日
付
の
閣
議
決
定
を
求
め
る
﹁
請
議
﹂
の
下
書
き
の
削
除
部
分
に
は
﹁
目
下
講
和
に
関
す
る
各
種
の

提
議
起
り
、
又
︵
且
︶
対
敵
措
置
を
一
層
厳
重
に
実
施
せ
む
と
す
る
帝
国
の
方
針
も
定
ま
り
際
に
、
対
外
関
係
上
及
国
内
施
政
上
﹂﹁
交
戦
国
を
明
白

に
為
し
置
く
の
要
﹂
が
あ
る
、
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る︶

79
︵

。
さ
ら
に
廃
案
と
な
っ
た
本
野
外
相
の
加
藤
友
三
郎
海
軍
大
臣
、
大
島
健
一
陸
軍

150
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大
臣
宛
の
﹁
閣
議
稟
請
の
件
﹂
に
お
い
て
は
、
当
初
本
野
外
相
は
陸
海
相
と
連
名
で
﹁
請
議
﹂
し
、
さ
ら
に
﹁
同
国
人
の
処
遇
振
、
対
敵
措
置
の
実
施

其
他
の
関
係
上
に
も
種
々
不
便
九
々
﹂
で
あ
る
た
め
、﹁
墺
洪
国
が
帝
国
の
対
手
交
戦
国
た
る
の
関
係
を
明
確
に
﹂
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た︶

80
︵

。

同
年
二
月
二
一
日
に
な
る
と
英
国
駐
日
大
使
グ
リ
ー
ン
は
幣
原
喜
重
郎
外
務
次
官
宛
の
私
信
で
﹁︵
※
日
本
︶
艦
隊
の
地
中
海
派
遣
に
関
連
し
、
バ

ル
フ
ォ
ア
首
相
は
小
生
に
日
本
外
務
省
に
以
下
を
確
認
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ト
ル
コ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
対
す
る
日

本
の
正
確
な
態
度
、
つ
ま
り
日
本
は
公
式
に
こ
れ
ら
の
国
々
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
全
て
の
国
々
と
戦
争
状
態
に
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
で
す︶

81
︵

﹂
と

問
い
合
わ
せ
て
き
た
。
こ
れ
は
元
々
英
国
海
軍
省
が
英
外
務
省
に
問
い
合
わ
せ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た︶

82
︵

。
こ
れ
に
対
し
、
幣
原
は
以
下
の
よ
う
に
回
答

し
た
。﹁
閣
下
の
お
尋
ね
に
対
し
、
本
野
子
爵
の
承
認
の
も
と
、
以
下
の
よ
う
に
お
答
え
致
し
ま
す
。
日
本
は
ド
イ
ツ
同
様
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン

ガ
リ
ー
と
も
明
白
に
戦
争
状
態
に
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
一
九
一
四
年
八
月
二
四
日
に
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
艦
長
に

青
島
で
の
戦
争
に
参
加
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
こ
と
で
︵
墺
外
交
赤
書
六
九
号
参
照
︶、
公
式
に
日
本
に
対
す
る
敵
対
行
為
に
入
る
こ
と
を
宣
言
し
、

こ
う
し
た
敵
対
行
為
は
実
際
の
と
こ
ろ
陸
上
と
海
上
の
双
方
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ト
ル
コ
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
関
し
て
日
本
の
方
針
は

明
確
に
確
立
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
国
々
と
日
本
は
外
交
関
係
を
保
持
し
て
お
ら
ず
、
ど
ち
ら
の
国
と
も
実
際
に
は
衝
突
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
両
国
は
日
本
が
敵
対
す
る
国
々
︵
※
独
墺
︶
と
同
盟
を
結
ん
で
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
両
国
を
敵
国
と
見
な
し
て
き
て
お
り
ま
す︶

83
︵

。﹂

そ
し
て
幣
原
は
鈴
木
貫
太
郎
海
軍
次
官
に
英
国
大
使
か
ら
照
会
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
そ
こ
に
も
﹁
墺
洪
国
と
は
既
に
戦
争
状
態
に
在
る︶

84
︵

﹂
と
書
い 

た
。外

務
省
が
一
九
二
〇
年
九
月
に
発
表
し
た
﹁
同
盟
及
び
連
合
国
と
墺
地
利
国
と
の
平
和
条
約
説
明
書︶

85
︵

﹂
に
は
日
本
側
の
日
墺
関
係
理
解
に
つ
い
て
の

最
終
認
識
が
示
さ
れ
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省
は
外
相
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ト
の
名
で
一
九
一
四
年
八
月
二
五
日
、
佐
藤
愛
麿
駐
墺
大
使
に
﹁
旅
券
を

交
付
し
﹂、
墺
側
は
日
本
政
府
が
ド
イ
ツ
︵
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
同
盟
国
︶
に
と
っ
た
態
度
に
鑑
み
、

①﹁
日
本
国
と
の
国
交
関
係
を
断
絶
す
る
の
已
む
な
き
に
至
れ
る
旨
﹂
を
通
告
し
て
き
た
。﹁
故
に
日
墺
両
国
関
の
国
交
断
絶
は
全
然
墺
洪
国
側
の
創

意
に
出
で
た
る
も
の
︵
※
傍
線
筆
者
︶
な
る
こ
と
は
明
白
﹂
で
あ
る
。

②
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
が
発
行
し
た
外
交
赤
書
所
収
の
第
六
九
号
文
書
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
四
年
八
月
二
四
日
付
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
が
青
島
の

﹁
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
﹂
の
艦
長
に
﹁
青
島
の
戦
闘
に
参
加
す
べ
き
旨
電
訓
せ
し
事
実
判
明
し
、
同
国
が
最
初
よ
り
帝
国
に
対
し
て
戦
意
を
有

し
た
る
こ
と
疑
い
を
容
れ
ざ
る
に
至
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
爾
来
、
該
意
図
の
実
行
と
し
て
青
島
に
於
る
同
艦
の
戦
闘
参
加
及
欧
州
方
面
に
於
る
同

国
潜
水
艦
の
帝
国
商
船
沈
没
等
の
事
実
あ
り
た
る
に
鑑
み
、﹂

﹁
帝
国
政
府
は
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
年
︶
一
月
一
九
日
閣
議
を
以
て
同
国
を
純
然
た
る
敵
国
と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
決
定
﹂
し
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
政
府
は
一
九
一
七
年
一
月
の
閣
議
決
定
を
も
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
﹁
敵
国
﹂
と
見
な
し
、
両
国
間
に
戦
争
状
態
が
あ
る
こ
と
を
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確
認
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
日
本
側
の
説
明
に
は
﹁
敵
国
﹂
認
定
の
背
景
・
理
由
は
示
さ
れ
て
い
て
も
、
い
っ
た
い
﹁
い
つ
﹂
か
ら
戦
争
状
態
に
入
っ

た
の
か
が
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
﹁
い
つ
﹂
の
問
題
が
明
確
化
さ
れ
た
の
は
一
九
二
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
二
六
日
付
の
林
権

助
駐
英
大
使
の
電
報
は
﹁
英
外
務
省
よ
り
戦
記
編
纂
の
都
合
上
﹂、
日
本
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
﹁
戦
時
状
態
﹂
に
入
っ
た
日
付
に
つ
い

て
照
会
し
て
き
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
た︶

86
︵

。
こ
れ
に
対
し
、
内
田
康
哉
外
相
は
国
交
断
絶
の
経
緯
、
そ
し
て
公
文
書
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
﹁
前
記

外
交
関
係
断
絶
の
日
よ
り
帝
国
に
対
し
敵
意
を
有
し
た
る
こ
と
判
明
し
﹂、
青
島
で
の
﹁
墺
国
軍
艦
の
戦
闘
参
加
﹂
と
﹁
墺
国
潜
水
艦
の
帝
国
商
船
撃

沈
﹂
を
踏
ま
え
た
一
九
一
七
年
一
月
の
閣
議
決
定
と
い
っ
た
﹁
経
緯
に
依
り
﹂、﹁
一
九
一
四
年
八
月
二
五
日
よ
り
帝
国
と
墺
国
と
の
間
に
戦
争
状
態
の

発
生
し
た
る
も
の
と
認
め
ら
る
︵
※
傍
線
筆
者
︶﹂
と
返
答
し
た︶

87
︵

。
こ
う
し
て
日
本
は
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
か
ら
七
年
、
終
戦
か
ら
三
年
ほ
ど
経
過

し
た
時
点
に
お
い
て
、
日
墺
間
に
﹁
戦
争
状
態
﹂
が
発
生
し
た
時
期
を
﹁
一
九
一
四
年
八
月
二
五
日
﹂
と
確
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
付
は
オ
ー

ス
ト
リ
ア
外
務
省
か
ら
当
時
の
佐
藤
駐
墺
大
使
に
国
交
断
絶
通
知
が
送
ら
れ
た
日
付
で
あ
る
。
今
一
度
確
認
し
て
い
く
が
、
八
月
二
五
日
に
佐
藤
大
使

が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
か
ら
国
交
断
絶
通
知
を
受
け
た
こ
と
を
日
本
外
務
省
が
知
っ
た
の
は
同
月
三
一
日
付
の
林
駐
伊
大
使
の
電
報
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

ま
さ
に
後
か
ら
歴
史
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

五
　
一
九
一
四
年
八
月
時
点
で
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
務
省
側
の
認
識

墺
外
務
省
の
日
墺
の
国
際
法
上
の
関
係
に
つ
い
て
の
捉
え
方
を
示
す
史
料
は
主
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
文
書
の
﹁
政
治
文
書

︵Politisches A
rchiv

︵PA

︶﹂
第
一
部
の
第
八
八
八
番
ボ
ッ
ク
ス
︵K

rieg Japan 1914-1918

︶︶
88
︵

と
﹁
行
政
文
書
︵A

dm
inistrativen R

egistratur

︵A
R

︶﹂
の
部
門
︵Fach

︶
三
六
の
三
六
四
番
ボ
ッ
ク
ス
︵A

bbruch der diplom
atische B

eziehungen zw
ischen Ö

sterreich-U
ngarn und Japan

︶
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
後
者
に
収
め
ら
れ
た
文
書
は
ほ
ん
の
僅
か
で
あ
る
。

一
九
一
四
年
八
月
二
五
日
付
の
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ト
外
相
発
佐
藤
大
使
宛
の
仏
文
の
通
告
の
原
文
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
文
書
の
行
政

文
書
の
部
門
七
、四
五
番
ボ
ッ
ク
ス
︵
在
墺
の
日
本
の
外
交
使
節
関
連
︶
中
に
入
っ
て
お
り
、
日
本
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
同
盟
国
ド
イ
ツ
に
対
す
る
態

度
に
鑑
み
て
﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
日
本
政
府
と
の
外
交
関
係
を
断
つ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
︵Le gouvernem

ent voit obligé 
de rom

pre les relations diplom
atiques avec le Japon

︶﹂
と
記
さ
れ
て
い
る︶

89
︵

。
な
お
こ
の
﹁
余
儀
な
く
さ
れ
る
︵voit obligé

︶﹂
の
部
分
は
、
修
正

前
は
﹁
必
要
性
に
鑑
み
︵considére dans la nécessité

︶﹂
と
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
の
前
日
二
四
日
付
米
国
駐
ウ
ィ
ー
ン
大
使
館
宛
の
口
上
書

︵note verbale

︶
に
は
﹁
日
本
と
の
外
交
関
係
を
断
絶
す
る
こ
と
や
む
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
︵finds itself induced to break off the diplom

atic 
intercourse w

ith Japan

︶﹂
と
あ
り
、
こ
の
独
語
原
文
で
も“

sieht sich die kuk. R
egierung veranlasst, die diplom

atischen B
eziehungen m

it Japan 
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abzubrechen”

と
あ
っ
た︶

90
︵

。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
が
八
月
二
六
日
付
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
上
級
司
令
部
︵A

rm
eeoberkom

m
ando

︶
最
高
司
令
官
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
公

︵Erzherzog Friedrich von Ö
sterreich, H

erzog von Teschen

︶
の
外
務
省
宛
電
報
と
、
そ
れ
に
対
す
る
返
答
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
公
は
﹁
日

本
へ
の
宣
戦
布
告
︵K

riegserklärung

︶
は
東
シ
ベ
リ
ア
の
日
本
軍
部
隊
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
動
員
さ
れ
る
結
果
を
も
た
ら
し
う
る
。
こ
の
よ
う
な
軍
事

的
に
重
大
な
決
定
は
軍
上
級
司
令
部
の
事
前
了
解
が
あ
っ
て
も
当
然
で
は
な
い
か
﹂
と
外
務
省
に
注
文
を
付
け
た︶

91
︵

。
こ
れ
に
対
し
外
務
省
は
﹁
こ
の
国 

︵
※
日
本
︶
に
対
し
て
は
、
我
が
国
は
宣
戦
布
告
を
し
て
お
ら
ず
、
外
交
関
係
の
断
絶
の
み
が
存
在
し
て
い
る
﹂
と
即
座
に
返
答
し
た︶

92
︵

。
ま
た
こ
の
返

答
原
案
か
ら
削
除
さ
れ
た
箇
所
に
は
﹁
も
し
も
︵
※
日
本
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
に
国
交
断
絶
を
通
知
す
る
と
い
う
︶
逆
の
行
動
が
あ
っ
た
場
合
、 

我
々
は
国
交
断
絶
に
向
け
て
の
主
導
権
を
日
本
側
が
握
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
﹂
と
記
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省

に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
ど
ち
ら
が
先
に
国
交
断
絶
を
通
知
し
た
方
が
事
態
の
主
導
権
を
握
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
宣
戦
布
告
を
す
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
日
本
と
の
国
交
断
絶
と
い
う
土
壇
場
の
方
針
転
換
自
体
が
、 

﹁
ド
イ
ツ
皇
帝
が
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
は
青
島
で
共
闘
す
る
と
の
願
い
を
表
明
さ
れ
﹂、﹁
我
々
の
皇
帝
陛
下
の
︵
※
国
交
断
絶
と
い
う
︶
御
意
向
は

そ
の
︵
※
ド
イ
ツ
皇
帝
の
︶
ご
希
望
に
沿
う
﹂
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
日
本
の
欧
州
派
兵
の
可
能
性
を
否
定
し
つ
つ
、
こ
の
回
答
は
﹁
そ
の
︵
※
欧
州

派
兵
︶
の
可
能
性
は
既
定
の
戦
前
の
外
交
関
係
に
基
づ
い
て
お
り
、︵
※
そ
れ
が
た
め
に
︶
我
々
の
日
本
に
対
す
る
態
度
は
変
え
よ
う
が
な
い
﹂
と
締

め
く
く
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
一
九
一
四
年
八
月
時
点
で
墺
外
務
省
は
日
本
と
の
﹁
国
交
断
絶
﹂
と
﹁
宣
戦
布
告
﹂
を
明
確
に
区
別
し
て
お
り
、

あ
く
ま
で
も
ド
イ
ツ
対
応
の
一
環
と
し
て
日
本
と
の
国
交
断
絶
を
決
め
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
前
述
の
通
り
、
東
京
を
退
去
し
て
ア
メ
リ
カ
に
向
か
う
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
は
﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
の
国
交
断
絶
﹂
と
題
す
る

九
月
八
日
付
報
告
書
に
お
い
て
、
八
月
二
七
日
の
最
後
の
面
会
で
﹁
加
藤
外
相
か
ら
私
の
通
告
が
戦
争
状
態
を
意
味
す
る
の
か
﹂
と
問
わ
れ
た
際
、﹁
こ

れ
は
国
交
の
断
絶
と
い
う
意
味
で
あ
る
﹂
と
指
摘
し
て
い
た︶

93
︵

。
本
国
と
の
通
信
困
難
な
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
も
墺
外
務
省
本
省
と
同
じ
こ
と
を
考
え
て
動
い

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
に
お
い
て
は
八
月
二
四
日
付
で
青
島
の
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
に
ド
イ
ツ
と
の
共
闘
を
命
じ
て
お
き
な
が
ら
、

二
六
日
時
点
で
は
日
本
と
の
関
係
を
単
な
る
﹁
国
交
断
絶
﹂
状
態
と
見
な
す
と
い
う
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
現
時
点
で

は
筆
者
の
力
不
足
の
た
め
こ
の
墺
外
務
省
の
姿
勢
が
一
一
月
ま
で
の
青
島
で
の
戦
闘
を
経
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
示
す
史
料
を
見
い
だ
せ
て

い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
墺
外
務
省
の
一
九
一
四
年
八
月
時
点
で
の
方
針
は
、
史
料
に
基
づ
い
て
明
確
化
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

な
お
墺
外
務
省
史
料
の
国
交
関
係
を
扱
う
行
政
文
書
︵A

R

︶
の
部
門
三
六
に
は
前
述
の
通
り
﹁
日
本
と
の
国
交
断
絶
﹂
と
い
う
フ
ォ
ル
ダ
は
あ
る

も
の
の
、
日
本
へ
の
﹁
宣
戦
布
告
﹂
と
か
日
本
と
の
﹁
戦
争
状
態
﹂
と
題
す
る
フ
ォ
ル
ダ
が
存
在
し
な
い
。
他
方
で
、
中
国
は
一
九
一
七
年
八
月
に
オ
ー
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ス
ト
リ
ア
に
宣
戦
布
告
し
て
い
る
た
め
か︶

94
︵

、
同
じ
部
門
三
六
の
三
六
三
番
ボ
ッ
ク
ス
に
は
﹁
中
国
と
の
戦
争
状
態
﹂
と
い
う
フ
ォ
ル
ダ︶

95
︵

が
存
在
す
る
。

実
際
の
戦
闘
行
為
は
な
か
っ
た
も
の
の
相
手
か
ら
明
確
な
宣
戦
布
告
が
あ
っ
た
墺
中
関
係
と
、
実
際
の
戦
闘
が
あ
っ
た
に
も
か
か
ら
ず
明
確
な
宣
戦
布

告
が
な
か
っ
た
日
墺
関
係
と
の
比
較
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
　
結
び
に
代
え
て

本
稿
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
日
墺
の
国
際
法
上
の
関
係
を
、
日
墺
外
交
当
局
が
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
の
か
を
一
次
史
料
に
基
づ
い
て
検

討
し
て
き
た
。

日
本
側
は
青
島
の
権
益
を
握
る
ド
イ
ツ
に
対
し
て
は
最
後
通
牒
︵
一
九
一
四
年
八
月
一
五
日
︶
か
ら
宣
戦
布
告
︵
同
年
八
月
二
三
日
︶
へ
、
と
い
う

国
際
法
に
則
っ
た
開
戦
過
程
を
経
て
日
独
戦
争
に
突
入
し
た
。
他
方
、
青
島
で
実
際
に
戦
闘
を
経
験
し
、
俘
虜
を
収
容
し
た
も
の
の
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
﹁
戦
争
状
態
﹂
を
閣
議
決
定
し
た
の
は
開
戦
か
ら
三
年
弱
を
経
た
一
九
一
七
年
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
確
か
に
日
本
外
務
省

は
一
九
一
四
年
一
二
月
と
一
九
一
五
年
一
二
月
に
日
墺
の
国
際
法
上
の
関
係
を
整
理
・
明
確
化
し
よ
う
と
試
み
て
は
い
た
。
だ
が
一
九
一
五
年
末
に
お

い
て
日
本
政
府
は
日
墺
が
戦
争
状
態
に
入
っ
た
日
付
を
自
ら
確
定
す
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
そ
の
情
報
を
求
め
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
ア
メ
リ
カ
も
、
あ
く
ま
で
状
況
証
拠
に
基
づ
い
て
日
墺
間
に
﹁
戦
争
状
態
﹂
が
成
立
し
た
と
考
え
て
い
た
。
一
九
一
七
年
一
月
に
日
本
政
府
が

日
墺
間
の
戦
争
状
態
の
存
在
を
閣
議
決
定
し
た
の
は
連
合
国
の
一
員
と
し
て
一
九
一
六
年
末
の
ド
イ
ツ
の
講
和
提
議
へ
の
対
応
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た

た
め
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
戦
後
三
年
を
経
過
し
た
一
九
二
一
年
に
至
っ
て
、
日
本
政
府
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
戦
争
状
態
に
入
っ
た
日
付
を
﹁
一
九
一
四

年
八
月
二
五
日
﹂
と
事
後
的
に
確
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
英
国
外
務
省
史
料
か
ら
は
英
国
側
が
加
藤
の
親
墺
的
な
姿
勢
に
少
な
か
ら
ぬ
不
信
感
を

抱
い
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
さ
ら
に
八
月
二
四
日
に
東
京
に
発
信
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
交
断
絶
通
知
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
二
五
日
か
ら
二
七

日
に
か
け
て
、
二
日
間
ほ
ど
留
め
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

日
本
側
の
対
応
で
興
味
深
い
の
は
、
日
本
政
治
・
外
交
史
研
究
に
お
い
て
対
独
戦
争
に
積
極
的
だ
っ
た
と
さ
れ
る
加
藤
高
明
外
相
が︶

96
︵

、
皇
妃
エ
リ
ー

ザ
ベ
ト
号
問
題
で
な
ぜ
ド
イ
ツ
の
同
盟
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
同
情
的
な
態
度
を
示
し
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
加
藤
と
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
の
個
人

的
な
関
係
が
作
用
し
た
の
か
。
ド
イ
ツ
に
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
急
き
ょ
対
日
政
策
を
変
更
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
す
る
同
情
の
念
が
あ
っ
た
の
か
。

は
た
ま
た
何
か
そ
れ
以
上
の
外
交
的
計
算
が
存
在
し
た
の
か
。
単
に
日
墺
間
の
利
害
関
係
が
希
薄
な
た
め
、
独
墺
同
盟
関
係
に
特
に
配
慮
す
る
こ
と

な
く
別
個
の
対
応
が
可
能
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
開
戦
時
の
加
藤
の
親
墺
的
態
度
の
背
景
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

一
九
一
四
年
八
月
の
時
点
で
加
藤
は
、
日
墺
は
戦
争
状
態
に
入
っ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
国
交
断
絶
状
態
で
あ
る
と
い
う
ミ
ュ
ラ
ー
大
使
の
説
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明
を
受
け
入
れ
、
同
年
九
月
五
日
の
﹁
外
交
演
説
﹂
に
お
い
て
も
﹁
両
国
交
戦
状
態
の
存
在
を
予
想
す
る
こ
と
な
し
﹂
で
あ
っ
た
。
同
年
一
二
月
に
な
っ

て
日
墺
関
係
確
定
の
閣
議
決
定
を
要
請
し
た
時
点
で
、
加
藤
は
日
墺
間
に
﹁
事
実
上
﹂
戦
争
状
態
が
存
在
す
る
と
考
え
を
改
め
て
は
い
た
も
の
の
、
開

戦
の
日
付
を
確
定
す
る
こ
と
は
避
け
よ
う
と
し
た
。
結
局
こ
の
時
点
で
の
閣
議
決
定
は
見
送
ら
れ
た
。
無
論
、
開
戦
の
日
付
を
確
定
し
て
し
ま
う
と
、

九
月
五
日
の
議
会
演
説
や
当
初
の
加
藤
の
親
墺
的
な
行
動
と
の
整
合
性
が
問
わ
れ
か
ね
な
い
。

ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
当
初
は
青
島
で
の
戦
闘
を
避
け
よ
う
と
動
い
て
い
た
も
の
の
、
ド
イ
ツ
皇
帝
の
意
向
に
合
わ
せ
る

た
め
、
八
月
二
四
日
に
急
き
ょ
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
に
青
島
で
の
戦
闘
参
加
を
命
じ
、
さ
ら
に
日
本
と
の
国
交
断
絶
を
決
断
し
た
。
そ
し
て
オ
ー
ス

ト
リ
ア
外
務
省
も
当
初
は
、
あ
く
ま
で
も
日
墺
は
国
交
を
断
絶
し
た
だ
け
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
日
本
に
宣
戦
布
告
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
見

解
を
持
っ
て
い
た
。
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
に
戦
闘
参
加
を
命
じ
つ
つ
、
他
方
で
日
墺
は
単
な
る
国
交
断
絶
状
態
だ
と
主
張
す
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
が
生
じ
た
理
由
は
、
残
念
な
が
ら
墺
外
務
省
史
料
か
ら
は
ま
だ
明
確
に
読
み
取
れ
て
い
な
い
。
急
な
政
策
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
外
務
省
側
に
混
乱

が
生
じ
た
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
外
交
的
計
算
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
意
図
を
読
み
解
い
て
い
く
に
は
、
一
九
一
四

年
以
降
の
墺
外
務
省
の
日
本
に
対
す
る
眼
差
し
を
さ
ら
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
中
立
国
を
介
し

た
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
日
墺
の
交
渉
・
交
流
に
つ
い
て
調
べ
を
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
大
戦
中
の
日
墺
関
係
に
つ
い
て
は
青
野
个
原
俘
虜
収
容
所
を
中
心
と
す
る
﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア
﹂
俘
虜
研
究
が
蓄
積
さ
れ
、﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア
﹂

捕
虜
と
日
本
人
の
交
流
の
実
態
の
解
明
と
共
に
、
大
戦
中
の
日
本
の
俘
虜
収
容
所
と
い
う
﹁
箱
庭
﹂
に
多
民
族
国
家
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

姿
が
投
影
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た︶

97
︵

。
だ
が
マ
ル
チ
ア
ー
カ
イ
ヴ
ァ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
外
交
史
、
国
際
政
治
史
の
観
点
か
ら
第

一
次
世
界
大
戦
中
の
日
墺
関
係
を
振
り
返
る
作
業
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。﹁
国
交
断
絶
﹂、﹁
宣
戦
布
告
﹂、﹁
戦
争
状
態
﹂
と
い
っ
た
用
語

か
ら
戦
中
の
日
墺
関
係
を
速
断
・
連
想
す
る
の
で
は
な
く
、
改
め
て
史
料
か
ら
そ
の
実
態
を
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

◎
本
稿
の
註
で
は
欧
文
史
資
料
の
出
版
地
や
頁
等
は
す
べ
て
英
語
で
表
記
し
て
い
る
。

︵
1
︶ 

日
独
戦
争
に
つ
い
て
の
古
典
的
研
究
と
し
て
は
内
山
正
熊
﹁
日
独
戦
争
と
山
東
問
題
﹂﹃
法
学
研
究
﹄
第
三
三
巻
二
号
︵
一
九
六
〇
年
︶、
二
四
三
～
二
九
一
頁
を
参
照
。

現
在
、
ド
イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
は
大
幅
に
進
展
し
て
お
り
、
詳
し
く
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
斎
藤
聖
二
﹃
日
独
青
島
戦
争
﹄︵
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
〇
一
年
︶、
田
嶋
信
雄
﹁
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
の
中
の
日
独
関
係　

外
交
と
戦
略
﹂
工
藤
章
・
田
嶋
信
雄
編
﹃
日
独
関
係
史　

一
八
九
〇
︱
一
九
四
五
①
総
説
／
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
邂
逅
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
︶、
三
～
七
六
頁
、
浅
田
進
史
﹁
膠
州
湾
租
借
条
約
の
成
立
﹂
工
藤
・
田
嶋
編
﹃
日
独
関
係
史
﹄、
一
八
五

～
二
二
〇
頁
、
浅
田
進
史
﹃
ド
イ
ツ
統
治
下
の
青
島
︱
経
済
的
自
由
主
義
と
植
民
地
社
会
秩
序
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
︶、
田
嶋
信
雄
・
工
藤
章
編
﹃
ド

イ
ツ
と
東
ア
ジ
ア　

一
八
九
〇
︱
一
九
四
五
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
︶。

︵
2
︶ 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
海
軍
の
東
ア
ジ
ア
で
の
平
時
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
大
井
智
範
氏
の
一
連
の
研
究
が
非
常
に
参
考
に
な
る
。
大
井
知
範
﹁
二
〇
世
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紀
初
頭
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
海
軍
と
東
ア
ジ
ア
︱
寄
港
地
交
流
を
通
じ
た
帝
国
主
義
世
界
へ
の
参
与
︱
﹂﹃
史
学
雑
誌
﹄
第
一
二
四
編
二
号
︵
二
〇
一
五
年
︶、
一
～

三
三
頁
、
同
﹁
越
境
す
る
海
軍
と
二
〇
世
紀
初
頭
の
帝
国
秩
序
﹂﹃
国
際
政
治
﹄
第
一
九
一
号
︵
二
〇
一
八
年
︶、
四
八
～
六
三
頁
。

︵
3
︶ 

大
津
留
厚
﹃
青
野
原
俘
虜
収
容
所
の
世
界　

第
一
次
世
界
大
戦
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
捕
虜
兵
﹄︵
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
︶、
河
野
純
一
﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア=

ハ
ン
ガ

リ
ー
帝
国
軍
俘
虜
と
日
本
﹂﹃
横
浜
市
立
大
学
論
叢
人
文
科
学
系
列
﹄
第
六
七
巻
一
号
︵
二
〇
一
六
︶、
一
八
七
～
二
〇
三
頁
。

︵
4
︶ Peter Pantzer, “M

it der k. u. k. K
riegsm

arine zu B
esuch im

 Japanischen K
aiserreich Vom

 B
eginn der B

eziehungen 1869 bis zum
 U

ntergang der 
D

onaum
onarchie, “Viribus U

nitis (Jahresbericht 2012) (2013), p. 68; W
ilhelm

 M
. D

onko, Japan im
 K

rieg gegen Ö
sterreich-U

ngarn 1914-1918: D
ie k.u.k 

K
riegsm

arine im
 K

am
pf gegen Japans Streitkräfte in O

stasien und im
 M

ittelm
eer (B

erlin: epubli G
m

bH
, 2014), p. 54.

︵
5
︶ Pantzer, “M

it der k. u. k. K
riegsm

arine,“ p. 68; D
onko, Japan im

 K
rieg, p. 54; 

ペ
ー
タ
ー
・
パ
ン
ツ
ァ
ー
﹃
日
本
オ
ー
ス
ト
リ
ア
関
係
史
﹄︵
創
造
社
、
一
九
八
四
年
︶、

一
六
九
頁
。

︵
6
︶ 

信
夫
淳
平
﹃
戦
時
国
際
法
提
要
﹄
下
巻
︵
照
林
堂
書
店
、
一
九
四
四
年
︶、
一
八
五
頁
。

︵
7
︶ 

最
新
の
研
究
と
し
て
大
井
知
範
﹁
第
一
次
世
界
大
戦
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
︱
ド
イ
ツ
が
注
目
し
た
連
合
国
の
背
面
︱
﹂﹃
東
ア
ジ
ア
近
代
史
﹄
第

二
二
号
︵
二
〇
一
八
年
︶、
六
四
～
八
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
日
本
で
の
研
究
史
を
振
り
返
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
に
ド
イ
ツ
の
オ
ッ
ト
ー
・
ベ
ッ
カ
ー
︵O

tto 
B

ecker

︶
や
テ
オ
ド
ー
ル
・
ヘ
ル
ツ
レ
︵Theodor H

ölzle

︶
ら
の
研
究
を
日
本
に
紹
介
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
深
め
た
三
宅
正
樹
の
研
究
と
ア
メ
リ
カ
の
フ
ラ
ン
ク
・
ア

イ
ク
ル
︵Frank Ikle

︶
の
研
究
に
影
響
を
受
け
た
義
井
博
の
研
究
︵
三
宅
も
ア
イ
ク
ル
に
言
及
し
て
い
る
︶
が
﹁
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
交
渉
﹂
に
つ
い
て
の
日
本
で
の
先

駆
け
と
い
え
る
。
後
に
ケ
ル
ン
大
学
で
テ
オ
ド
ー
ル
・
シ
ー
ダ
ー
︵Theodor Schieder

︶
に
師
事
し
た
早
島
瑛
の
博
士
論
文
︵
一
九
七
〇
年
︶
に
基
づ
く
著
作
︵
一
九
八
二

年
︶
が
出
て
以
来
、
日
本
で
は
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
研
究
は
大
井
論
文
を
除
い
て
出
て
い
な
い
。
三
宅
正
樹
﹁
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
と
極
東
︱︵
一
︶
オ
ッ
ト
ー
・
ベ
ッ

カ
ー
の
極
東
外
交
史
論
︱
﹂﹃
人
文
研
究
﹄
第
三
四
号
︵
一
九
六
六
年
︶、
一
～
七
四
頁
、
同
﹁
同
︱︵
二
︶
第
一
次
世
界
大
戦
を
め
ぐ
る
ヘ
ル
ツ
レ
の
研
究
︱
﹂﹃
人
文

研
究
﹄
第
三
六
号
︵
一
九
六
七
年
︶、
五
七
～
一
〇
八
頁
、
同
﹁
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
独
露
単
独
講
和
問
題
と
日
本
﹂﹃
歴
史
教
育
﹄
第
一
五
巻
二
号
︵
一
九
六
七

年
︶、
二
七
～
三
五
頁
、
同
﹁
同
︱︵
四
︶
石
井
菊
次
郎
と
オ
ッ
ト
ー
・
ベ
ッ
カ
ー
︱
﹂﹃
人
文
研
究
﹄
第
四
三
号
︵
一
九
六
九
年
︶、
五
五
～
一
二
〇
頁
、
同
﹁
第
一

次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日
独
関
係
と
日
露
関
係
︱
日
独
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
交
渉
と
対
露
武
器
供
与
問
題
︱
﹂﹃
国
際
政
治
﹄
第
三
八
号
︵
一
九
六
九
年
︶、
一
〇
五
～

一
三
三
頁
。
義
井
博
﹁
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
山
東
お
よ
び
南
洋
諸
島
に
か
ん
す
る
日
本
の
秘
密
協
定
に
つ
い
て
の
一
考
察
﹂﹃
軍
事
史
学
﹄
第
二
巻
二
号
︵
一
九
六
六

年
︶、
三
六
～
五
五
頁
。
早
島
瑛
﹁
ド
イ
ツ
の
戦
争
目
的
政
策
に
お
け
る
所
謂
﹃
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
交
渉
﹄
に
つ
い
て
﹂﹃
西
洋
史
学
﹄
第
一
〇
一
号
︵
一
九
七
六

年
︶、
一
～
二
一
頁
。A

kira H
ayashim

a, D
ie Illusion des Sonderfriedens: D

eutsche Verständigungspolitik m
it Japan im

 ersten W
eltkrieg (M

unich: O
ldenbourg, 

1982).

︵
8
︶ 

足
立
純
夫
﹃
現
代
戦
争
法
規
論
﹄︵
啓
正
社
、
一
九
七
九
年
︶、
四
六
頁
、
大
平
善
梧
﹁
戦
争
の
開
始
と
そ
の
効
果
﹂
国
際
法
学
会
編
﹃
国
際
法
講
座
︵
第
三
巻
︶﹄︵
有

斐
閣
、
一
九
五
四
年
︶、
一
二
一
～
一
二
二
頁
、
大
平
善
梧
・
皆
川
洸
編
﹃
国
際
法
講
義
﹄︵
北
樹
出
版
、
一
九
八
〇
年
︶、
二
一
六
頁
、
波
多
野
里
望
・
小
山
芳
彦
編
﹃
国

際
法
講
義
﹄︵
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
︶、
四
一
五
～
四
一
六
頁
。

︵
9
︶ 

立
作
太
郎
﹃
戦
時
国
際
法
論
︵
第
五
版
︶﹄︵
日
本
評
論
社
、
一
九
三
九
年
︵
初
版
一
九
三
一
年
︶︶、
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
。

︵
10
︶ 

田
岡
良
一
﹃
国
際
法
学
大
綱
﹄︵
厳
松
堂
、
一
九
四
二
年
︶。

︵
11
︶ 

田
岡
良
一
﹃
戦
時
国
際
法
﹄︵
日
本
評
論
社
、
一
九
三
八
年
︶、
二
四
頁
。

︵
12
︶ 

信
夫
淳
平
﹃
戦
時
国
際
法
講
義
︵
第
一
巻
︶﹄︵
丸
善
、
一
九
四
一
年
︶、
七
三
五
頁
。

︵
13
︶ 

小
山
精
一
郎
﹃
大
戦
国
際
法
論
︵
総
論
・
陸
戦
之
部
︶﹄︵
偕
行
社
、
一
九
二
一
年
︶、
九
五
頁
。
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︵
14
︶ 

一
九
一
五
年
六
月
二
四
日
に
地
中
海
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
北
の
カ
レ
ー
リ
ャ
沖
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
潜
水
艦
が
商
船
大
越
丸
を
撃
沈
し
た
。
大
越
丸
は
イ
ギ
リ
ス
企
業
の
仕

事
で
石
炭
積
み
込
み
の
た
め
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
バ
リ
ー
︵
イ
ギ
リ
ス
︶
に
向
か
う
途
中
だ
っ
た
。
な
お
乗
員
三
九
名
と
乗
客
一
名
は
事
前
に
ボ
ー
ト
︵
端
艇
︶
で
退
避

し
、
墺
潜
水
艦
乗
員
に
よ
る
簡
単
な
事
情
聴
取
と
書
類
押
収
の
後
、
大
越
丸
は
撃
沈
さ
れ
た
。
な
お
乗
員
、
乗
客
は
ギ
リ
シ
ャ
商
船
イ
マ
ヌ
イ
ル
号
に
無
事
救
助
さ
れ

帰
国
し
て
い
る
。
な
お
船
長
の
証
言
に
よ
れ
ば
オ
ー
ス
ト
リ
ア
潜
水
艦
は
大
越
丸
に
停
船
を
促
す
た
め
五
発
の
砲
弾
を
発
射
し
、
ボ
ー
ト
上
の
乗
員
の
取
り
調
べ
を
行
っ

た
後
、
砲
弾
三
発
で
大
越
丸
を
撃
沈
し
た
。
防
衛
省
防
衛
研
究
所
、
海
軍
省
公
文
備
考
、
⑪
戦
役
等
、﹃
日
独
戦
書
﹄
大
正
三
年
～
九
年
、
大
正
戦
役
、
戦
時
書
類
、
巻

一
六
一
﹃
外
報
六
︵
二
︶﹄︵
日
独
戦
書-T3-154-611

︶、
第
一
二
三
号
、
松
井
慶
四
郎
発
石
井
菊
次
郎
宛
、
一
九
一
五
年
七
月
一
〇
日
、
同
第
二
六
号
堀
口
発
石
井
宛
、

一
九
一
五
年
七
月
一
七
日
︵
ア
ジ
歴
：C

10128383300

︶、
同
﹃
外
報
六
︵
三
︶﹄︵
日
独
戦
書-T3-154-611

︶
公
六
三
号
、
堀
口
発
石
井
宛
、
一
九
一
五
年
七
月
八
日

︵
ア
ジ
歴
：C

10128383400

︶。

︵
15
︶ 

鹿
島
守
之
助
﹃
日
本
外
交
史
第
十
巻　

第
一
次
世
界
大
戦
参
加
及
び
協
力
問
題
﹄︵
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
一
年
︶、
二
九
～
三
〇
頁
。

︵
16
︶ 

註
四
参
照
。

︵
17
︶ C

harles B
urdick, The Japanese Siege of Tsingtau (H

am
den: A

rchon, 1976).

︵
18
︶ C

harles B
urdick, “A

ustro-H
ungarian M

issions in the Pacific at the O
utbreak of the G

reat W
ar,” Research Studies, Vol. 51, N

o. 1 (1983), pp. 12–24.

︵
19
︶ 

本
段
落
はB

urdick, “A
ustro-H

ungarian M
issions,” pp. 12–13

に
よ
る
。

︵
20
︶ 

本
段
落
はB

urdick, “A
ustro-H

ungarian M
issions,” pp. 13–15

に
よ
る
。

︵
21
︶ 

本
段
落
はB

urdick, “A
ustro-H

ungarian M
issions,” p. 15

に
よ
る
。

︵
22
︶ H

H
StA

, Politisches A
rchiv (PA

). 1, K
arton (K

). 888, N
o. 2334/441, H

ohenlohe to Foreign M
nistry, A

ug. 20, 1914.

な
お
バ
ー
デ
ィ
ッ
ク
は
日
付
を
二
一
日
、
駐

独
大
使
を
ス
ジ
ェ
ー
ニ
・
マ
リ
ッ
チ
伯
爵
︵Ladislaus G

raf Szögyény-M
arich

︶
と
し
て
い
る
が
、
す
で
に
こ
の
時
点
で
大
使
は
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
エ
公
爵
に
代
わ
っ
て

い
る
。
ま
た
本
段
落
自
体
はB

urdick, “A
ustro-H

ungarian M
issions,” pp. 15–16

に
よ
る
。

︵
23
︶ 

当
時
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア=

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
﹁
海
軍
省
﹂
は
な
く
、
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
体
制
の
下
、
共
通
軍
事
省
内
の
一
部
局
の
﹁
海
軍
局
﹂
が
管
轄
し
て
い
た
。
さ

し
あ
た
り
島
田
昌
幸
﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
﹁
海
軍
﹂
？
︱﹁
海
洋
国
家
﹂
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
︱
﹂
広
瀬
佳
一
・
今
井
顕
編
﹃
ウ
ィ
ー
ン
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
を
知
る
た
め
の
五
七
章
︵
第
二
版
︶﹄︵
明
石
書
店
、
二
〇
一
一
年
︶、
二
一
六
～
二
二
二
頁
を
参
照
。

︵
24
︶ 

本
段
落
はB

urdick, “A
ustro-H

ungarian M
issions,” p. 16

に
よ
る
。

︵
25
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, H
outeny to Foreign O

ffice, A
ug. 19, 1914.

︵
26
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, Sato to B
erchtold, A

ug 20, 1914.

︵
27
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, B
erchtold to H

ohenlohe, A
ug. 22, 1914.

︵
28
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, “N
otiz 22, V

III. 

内
容
は
以
下
の
通
り
。”In view

 of the possible outbreak of w
ar betw

een G
erm

any and Japan the A
ustro-H

ungarian 
A

m
bassador in Tokyo has been instructed to obtain im

m
ediately the consent of the Japanese G

overnm
ent to the end, that H

. M
ajesty’s ship “Em

press 
Elizabeth” could reach – under the guarantee of the Japanese authorities and w

ithout being interfered – the neutral port of Shanghai and rem
ain there disarm

ed 
pending the G

erm
an-Japan conflict.”

︵
29
︶ 

本
段
落
はB

urdick, “A
ustro-H

ungarian M
issions,” p. 16

に
よ
る
。

︵
30
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, N
o.56-B

, M
üller to B

erchtold, Sep. 8, 1914.

︵
31
︶ 

外
務
省
外
交
史
料
館
、
外
務
省
記
録
︵
以
下
、
外
記
と
記
載
︶、﹁
日
独
戦
争
に
関
す
る
雑
件
第
一
巻
﹂、﹁
八
、
青
島
碇
泊
中
の
墺
国
軍
艦
に
関
す
る
件
︵5-2-18-0-
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63

︶﹂、
第
六
三
号
、
林
発
加
藤
宛
、
一
九
一
四
年
八
月
二
四
日
︵
ア
ジ
歴
：B

08090059600

︶。

︵
32
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, N
o.56-B

, M
üller to B

erchtold, Sep. 8, 1914.

︵
33
︶ 

﹃
日
本
外
交
文
書
﹄
大
正
三
年
第
三
冊
、
六
九
八
、
加
藤
・
本
邦
墺
洪
国
大
使
会
談
﹁
墺
洪
国
大
使
よ
り
墺
洪
国
軍
艦
の
保
護
に
付
日
本
政
府
の
配
慮
方
依
頼
の
件
﹂、

一
九
一
四
年
八
月
二
四
日
。

︵
34
︶ 
外
記
、﹁
八
、
青
島
碇
泊
中
の
墺
国
軍
艦
に
関
す
る
件
︵5-2-18-0-63

︶﹂、N
o. 653, M

üller to K
ato, A

ug. 24, 1914

︵﹃
文
書
﹄
大
正
三
年
第
三
冊
、
六
九
九
︶。

︵
35
︶ 
同
右
、﹁
大
正
三
年
八
月
二
五
日
墺
国
大
使
館
参
事
官
来
省
松
井
次
官
に
交
付
墺
国
政
府
に
電
報
方
依
頼
﹂。

︵
36
︶ 

同
右
、N

o. 40, “N
o. 45 Transm

it follow
ing to Sato,” K

ato to H
ayashi, A

ug. 25, 1914.

︵
37
︶ 

同
右
、“R

eceived telegram
 22

nd instant through M
r.Sato ~.

こ
れ
は
註
三
六
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
だ
が
、
註
三
六
の
文
書
が “kindly prom

ised his intercession to 
A

m
bassadors of above three countries”

と
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
文
書
で
は “kindly prom

ised his intercession as far as the B
ritish A

m
bassador is concerned.”

と
改
訂
さ
れ
て
い
る
。

︵
38
︶ 

外
記
、﹁
日
独
開
戦
一
件
︵
墺
勃
土
断
交
を
含
む
︶︵5-2-1-0-2

︶﹂︵
ア
ジ
歴
：B

07090590100

︶、(Private) Szent-Ivany to M
atsui, A

ug. 25, 1914.

︵
39
︶ 

外
記
、﹁
八
、
青
島
碇
泊
中
の
墺
国
軍
艦
に
関
す
る
件
︵5-2-18-0-63

︶﹂、
政
送
第
六
二
号
、﹁
青
島
碇
泊
中
の
墺
洪
国
軍
艦
カ
イ
ゼ
リ
ン
、
エ
リ
ザ
ベ
ッ
ト
号
に
関
す

る
件
﹂、
加
藤
発
ミ
ュ
ラ
ー
宛
、
一
九
一
四
年
八
月
二
六
日
︵
仏
文
原
稿
も
あ
り
︶。

︵
40
︶ TN

A
, FO

371/2019, N
o. 112, G

reene to G
rey, A

ug. 24, 1914.

︵
41
︶ TN

A
, FO

371/2019, N
o. 42683, M

inutes by A
squith, Langley, N

icolson, A
ug. 24, 1914. 

︵
42
︶ TN

A
, FO

371/2019, N
o. 43398, M

em
o by C

.O
.S(?), A

ug. 26, 1914. 

︵
43
︶ TN

A
, FO

371/2019, N
o. 43398, N

o. 93, G
rey to G

reene, A
ug. 25, 1914. 

︵
44
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, N
o. 4441, C

orroledo to N
aval Section, A

ug. 24, 1914. 

な
お
本
段
落
はB

urdick, “A
ustro-H

ungarian M
issions,” p.16

に
よ
る
。

︵
45
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, N
o. 5801/454, H

ohenlohe to Foreign O
ffice, A

ug. 23, 1914.

︵
46
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, N
o. 7973, “Verhältnis zu Japan,” R

appopart to A
rchduke Friedrich, A

ug. 26, 1914.

︵
47
︶ PA

-A
A

, R
. 22396, N

o. 306, Tschirschky to G
erm

an Foreign O
ffice, A

ug. 25, 1914.

︵
48
︶ H

H
StA

, PA
.I, K

. 888, N
o. 4441, N

aval Section to Foreign O
ffice, A

ug. 24, 1914; N
o. 459, B

erchtold to H
ohenlohe, A

ug. 24, 1914; N
o. 73, H

ohenlohe to 
B

erchtold, A
ug. 24, 1914. 

︵
49
︶ H

H
StA

, PA
.I, K

. 888, Z. 67120/7/914, B
erchtold to M

üller, A
ug. 24, 1914.

︵
50
︶ 

外
記
﹁
日
独
開
戦
一
件
︵
墺
勃
土
断
交
を
含
む
︶︵5-2-1-0-2

︶﹂︵
ア
ジ
歴
：B

07090590100

︶、M
üller to M

atsui, A
ug. 26, 1914; H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, N
o.56-B

, 
M

üller to B
erchtold, Sep. 8, 1914.

︵
51
︶ 

外
記
、﹁
八
、
青
島
碇
泊
中
の
墺
国
軍
艦
に
関
す
る
件
︵5-2-18-0-63

︶﹂、N
o. 39, “N

o. 44 Follow
ing to Sato,” K

ato to H
ayashi, A

ug. 25, 1914.

︵
52
︶ 

な
お
、
こ
こ
で
い
う
﹁
旅
券
﹂
と
は
一
般
的
な
パ
ス
ポ
ー
ト
で
は
な
く
、
無
事
に
帰
国
で
き
る
よ
う
関
係
各
国
に
外
務
大
臣
名
で
依
頼
す
る
書
状
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ニ
コ
ル
ソ
ン
﹃
外
交
﹄
に
よ
れ
ば
国
交
断
絶
の
場
合
、
外
交
使
節
は
駐
在
先
の
外
務
省
か
ら
﹁﹃
旅
券
を
手
渡
さ
れ
﹄︵
中
略
︶
国
外
に
退
去
す
る
よ
う
要
求
﹂
さ
れ
る
。

三
浦
﹃
外
交
の
英
語
﹄
に
は
﹁
外
交
関
係
で
は
、
出
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
外
国
の
外
交
官
に
つ
い
て
、﹁
旅
券
を
渡
す
﹂
と
い
う
表
現
が
、
今
で
も
時
々
使
わ
れ
て
い

る
。︵
中
略
︶
旅
券
と
い
う
の
は
、
出
国
に
必
要
な
書
面
の
よ
う
で
あ
る
﹂
と
し
て
、
同
書
註
七
で
日
独
戦
争
開
戦
時
の
駐
独
代
理
大
使
だ
っ
た
船
越
光
之
丞
の
回
顧

録
を
参
照
し
て
﹁
書
中
の
そ
の
旅
券
な
る
も
の
の
写
真
を
見
る
と
、
カ
イ
ゼ
ル
の
名
に
よ
り
、
外
務
次
官
の
自
署
を
も
っ
て
、
出
国
の
た
め
の
通
行
の
安
全
お
よ
び
保
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護
を
関
係
官
憲
に
依
頼
し
た
書
類
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
旅
券
で
は
な
い
﹂
と
解
説
し
て
い
る
。
Ｈ
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
︵
斎
藤
眞
他
訳
︶﹃
外
交
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
八
年
︶、
一
八
六
頁
、
三
浦
和
一
﹃
外
交
の
英
語
﹄︵
研
究
社
、
一
九
七
七
年
︶、
七
二
～
七
三
、八
九
頁
、
船
越
光
之
丞
︵
関
野
直
次
編
︶﹃
日
独
国
交
断
絶
秘
史
﹄

︵
日
東
書
院
、
一
九
三
四
年
︶、
一
七
一
、一
八
一
頁
。

︵
53
︶ 

外
記
﹁
日
独
開
戦
一
件
︵
墺
勃
土
断
交
を
含
む
︶︵5-2-1-0-2

︶﹂、N
o. 651, M

üller to K
ato, A

ug. 27, 1914; TN
A

, PR
O

, FO
371/2019, N

o. 118, G
reene to G

rey, 
A

ug. 27, 1914.

︵
54
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, N
o. 56-C

, “A
bbruch der diplom

atischen B
eziehungen Ö

sterreich-U
ngarn m

it Japan,” M
üller to B

erchtold, Sept. 8, 1914.

︵
55
︶ 

外
記
、﹁
日
独
開
戦
一
件
︵
墺
勃
土
断
交
を
含
む
︶﹂、
第
八
五
号
、
林
発
加
藤
宛
、﹁
佐
藤
大
使
よ
り
第
一
一
三
号
﹂、
一
九
一
四
年
八
月
三
一
日
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア

側
か
ら
の
最
後
通
牒
は
送
第
二
六
七
号
︵
至
急
︶、
加
藤
発
大
隈
宛
、﹁
帝
国
と
墺
洪
国
と
の
関
係
に
付
請
議
﹂、
一
九
一
四
年
一
二
月
一
日
の
別
紙
第
一
号
、B

erchtold 
to Sato, A

ug. 25, 1914

︵﹃
日
本
外
交
文
書
︵
以
下
、﹃
文
書
﹄︶﹄
一
九
一
四
年
第
三
冊
、
七
〇
六
、
別
紙
第
一
号
︶。

︵
56
︶ 

同
右
、
送
第
二
六
七
号
別
紙
第
二
号
、﹁
佐
藤
大
使
に
左
の
通
り
転
電
あ
れ
﹂、
加
藤
発
林
宛
︵
日
付
な
し
︶︵﹃
文
書
﹄
一
九
一
四
年
第
三
冊
、
七
〇
六
、
別
紙
第
二
号
︶、

PA
I, K

. 888, Z. Zl.242/T.R
.-1914, G

orup to Foreign M
inistry, A

ug. 28, 1914.

︵
57
︶ TN

A
, FO

371/2019, N
o. 14, C

ensor, Singapore to C
hief C

ensor, London, A
ug. 25, 1914.

︵
58
︶ 

外
記
、﹁
八
、
青
島
碇
泊
中
の
墺
国
軍
艦
に
関
す
る
件
︵5-2-18-0-63

︶﹂、﹁
大
正
三
年
八
月
二
七
日
英
国
大
使
持
来
外
務
大
臣
に
手
交
﹂、
一
九
一
四
年
八
月
二
七
日
。

︵
59
︶ 

同
右
、
第
五
一
号
、﹁
八
月
二
七
日
英
国
大
使
来
省
会
談
の
要
領
﹂。

︵
60
︶ TN

A
, FO

371/2019, N
o. 121, G

reene to G
rey, A

ug. 28, 1914.

︵
61
︶ 

外
記
、﹁
各
国
態
度
及
交
戦
国
国
情
﹂、﹁
欧
州
戦
争
に
於
け
る
各
国
態
度
一
件
／
墺
、
土
、
勃
の
部
︵5-2-15-0-22

︶、
機
密
﹁
欧
州
戦
争
に
対
す
る
墺
洪
国
の
関
係
﹂、

佐
藤
発
加
藤
宛
、
一
九
一
四
年
九
月
一
日
。

︵
62
︶ TN

A
, FO

371/2019, N
o. 121, G

reene to G
rey, A

ug. 28, 1914.

︵
63
︶ 

本
段
落
はB

urdick, “A
ustro-H

ungarian M
issions,” pp. 17–22

を
参
照
し
て
い
る
。

︵
64
︶ 

同
右
、
送
第
二
六
七
号
、
加
藤
発
大
隈
宛
、﹁
帝
国
と
墺
洪
国
と
の
関
係
に
付
請
議
﹂、
一
九
一
四
年
一
二
月
一
日
︵﹃
文
書
﹄
一
九
一
四
年
第
三
冊
、
七
〇
六
︶。

︵
65
︶ 

同
右
、
送
第
二
六
七
号
付
属
文
書
、﹁︵
参
考
︶
日
墺
両
国
の
現
在
関
係
﹂、
日
付
な
し
︵
二
〇
三
五
一
～
二
〇
三
五
七
︶︵﹃
文
書
﹄
一
九
一
四
年
第
三
冊
、
七
〇
六
、
附

記
一
︶。

︵
66
︶ 

同
右
、
送
第
二
六
七
号
別
紙
第
五
号
、﹁
大
正
三
年
九
月
五
日
加
藤
外
務
大
臣
議
会
演
説
の
一
節
﹂︵﹃
文
書
﹄
一
九
一
四
年
第
三
冊
、
七
〇
六
、
別
紙
第
五
号
︶。

︵
67
︶ 

同
右
、(Private) M

alevsky-M
alevich to Seishiro K

oike, N
ov. 2, 1915.

︵
68
︶ 

同
右
、K

oike to the R
ussian A

m
bassador, N

ov. 2, 1915.

︵
69
︶ 

同
右
、
奈
良
参
謀
長
発
小
池
政
務
局
長
宛
、
一
九
一
五
年
一
一
月
二
九
日
。

︵
70
︶ 

同
右
、
小
池
政
務
局
長
発
奈
良
参
謀
長
宛
、
一
九
一
五
年
一
一
月
三
〇
日
。

︵
71
︶ 

同
右
、
政
送
八
二
号
、
石
井
発
珍
田
宛
、
一
九
一
五
年
一
二
月
三
〇
日
。

︵
72
︶ 

同
右
、
公
三
九
二
号
、
珍
田
発
石
井
宛
、
一
九
一
五
年
一
二
月
三
一
日
。

︵
73
︶ 

同
右
、Lansing to C

hinda, D
ec. 30, 1915.

︵
74
︶ 

同
右
、
秘
四
七
三
号
、
珍
田
発
本
野
宛
、
一
九
一
六
年
一
二
月
一
八
日
︵﹃
文
書
﹄︵
一
九
一
六
年
第
三
冊
、
一
五
〇
︶。

︵
75
︶ 

同
右
。
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︵
76
︶ 

同
右
、
機
密
送
第
一
一
号
、
本
野
発
寺
内
宛
、
一
九
一
七
年
一
月
一
七
日
。

︵
77
︶ 

同
右
、
内
閣
外
甲
第
一
〇
号
、
寺
内
発
本
野
宛
、
一
九
一
七
年
一
月
一
九
日
。

︵
78
︶ 

同
右
、
機
密
合
送
第
一
〇
号
、
本
野
発
各
大
臣
・
参
謀
総
長
・
軍
令
部
長
・
在
外
公
館
宛
、﹁
帝
国
と
墺
洪
国
と
の
戦
争
状
態
確
認
に
関
す
る
閣
議
決
定
通
報
の
件
﹂、

一
九
一
七
年
一
月
二
三
日
。

︵
79
︶ 
同
右
、︵
廃
︶
機
密
×
送
号
、
本
野
発
寺
内
宛
︵
日
付
な
し
︶
二
〇
三
八
二
。

︵
80
︶ 
同
右
、︵
廃
︶
送
×
号
、
本
野
発
加
藤
・
大
島
宛
︵
日
付
な
し
︶
二
〇
三
八
四
。

︵
81
︶ 

同
右
、(Private) G

reene to Shidehara, Feb. 21, 1917.

︵
82
︶ TN

A
, FO

371/2952, A
nderson to Langley, Feb. 18, 1917.

︵
83
︶ 

同
右
、Shidehara to G

reene, Feb. 26, 1917; TN
A

, PR
O

, FO
371/2952, G

reene to Langley, Feb. 26, 1917.

︵
84
︶ 

同
右
、
機
密
送
第
二
六
号
、
幣
原
発
鈴
木
宛
、
一
九
一
七
年
三
月
一
日
。

︵
85
︶ 

外
記
、﹁
同
盟
及
連
合
国
ト
墺
地
利
国
ト
ノ
平
和
条
約
説
明
書
︵
外
他
︱

二
七
︶﹂、﹁
同
盟
及
連
合
国
と
墺
地
利
国
と
の
平
和
条
約
説
明
書
︵
前
文
、
第
一
編
及
第
二

編
︶﹂。︵
ア
ジ
歴
：B

10070118800

︶。

︵
86
︶ 

外
記
、﹁
日
独
開
戦
一
件
︵
墺
勃
土
断
交
を
含
む
︶﹂、
第
六
六
五
号
、
林
発
内
田
宛
、
一
九
二
一
年
五
月
二
六
日
。

︵
87
︶ 

同
右
、
第
三
五
一
号
、
内
田
発
林
宛
、
一
九
二
一
年
六
月
三
日
。

︵
88
︶ 

こ
の
ボ
ッ
ク
ス
内
の
史
料
は
順
番
が
滅
茶
苦
茶
に
な
っ
て
お
り
、
閲
覧
時
は
要
注
意
で
あ
る
。

︵
89
︶ H

H
StA

, A
dm

inistrativen R
egistratur (A

R
). Fach (F)7, K

. 45 (Sato 3), Z.66712/7, B
erchtold to Sato, A

ug. 25, 1914.

︵
90
︶ H

H
StA

, A
R

. F36, K
.364, Z.67121/7, “N

ote verbale,” A
ustrian Foreign O

ffice to A
m

erican Em
bassy, A

ug. 24, 1914.

︵
91
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, N
o. 8613, Erzherzog Friedrich to A

ustrian Foreign O
ffice, A

ug. 26, 1914.

︵
92
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, “Verhältsniss zu Japan,” w
ritten by R

appopart, A
ug. 26, 1914.

︵
93
︶ H

H
StA

, PA
. I, K

. 888, N
o. 56-C

, “A
bbruch der diplom

atischen B
eziehungen Ö

sterreich-U
ngarn m

it Japan,” M
üller to B

erchtold, Sept. 8, 1914.

︵
94
︶ 

中
国
の
第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
問
題
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
味
岡
徹
﹁
中
国
の
第
一
次
世
界
大
戦
参
加
問
題
と
国
会
解
散
﹂
軍
事
史
学
会
編
﹃
第
一
次
世

界
大
戦
と
そ
の
影
響
﹄︵
錦
正
社
、
二
〇
一
五
年
︶、
三
八
一
～
三
九
八
頁
、
川
島
真
﹁
中
国
の
第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
﹂﹃
東
ア
ジ
ア
近
代
史
﹄
第
二
二
号
︵
二
〇
一
八

年
︶、
二
九
～
四
八
頁
。

︵
95
︶ H

H
StA

, A
R

, F36, K
. 363, “K

riegszustand m
it C

hina.”

︵
96
︶ 

千
葉
功
﹃
旧
外
交
の
形
成　

日
本
外
交
一
九
〇
〇
～
一
九
一
九
﹄︵
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
八
年
︶、
二
八
〇
～
二
八
五
頁
、
櫻
井
良
樹
﹃
加
藤
高
明　

主
義
主
張
を
枉ま

ぐ

る
な
﹄︵
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
︶、
二
一
〇
～
二
二
一
頁
。

︵
97
︶ 

註
三
参
照
。

［
付
記
］
本
稿
は
学
校
法
人
学
習
院
安
倍
能
成
記
念
教
育
基
金
学
術
研
究
助
成
金
︵
二
〇
一
二
年
度
︶
の
成
果
で
あ
る
。
成
果
発
表
が
大
幅
に
遅
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
し

た
い
。
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